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本諜に掲載した地図は、京都市長の承認を得て同市発行の「都市
‘汁画堆本図」を複製して調繋したものです‐
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鳥羽離宮跡第97次調査全景(西から） (52頁参雌）
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i:血税IVI)EI進一号線をはさんで、写真左方の秋の山と、イ丁方城柵:'『の森を望む。中央に兇るはるかなlllは比叔山。昭f1137年の搬影

きたから、従米辿りに進めた。しかし、それか道路や宅

地内にも行われ、長年月に渉ることと予想かつき、絶

えず行なわねばならぬことになったので、発掘訓介と

研究のため根拠地が必要になってきた。それで安楽寿

院にお願いして境内の一角をお1＃'）し、フ・レハブ（近

畿大学建築学科附設）を建て、、､烏羽離宮跡調在研究

所'′とした。この研究所の調査は9次から20次、昭和

47年から51年まで､に沙り、51年11月に京都,liか設立し

た、、財団法人京郁市埋蔵文化財研究ﾉﾘi･〃に!j|継ぐまで

ｵﾆT･=一､ナ”
1.」当ノダーo

以後、この区l曲整III!の実施に伴い農地から宅地に変

わり、僅か1O年足らずの間、農村が都市化する状態に

導かれるのに伴って、21次からl()2次にいたる発掘件

数を砿ねることにな'）、一応予想していた地域内に渉

'）、鳥羽離宮の辿構の遺存状況を明らかにした。しか

し考えれば、これらは開発に伴う調査であって、土地

を利川する人の要望に応えて行ったもので、一部を除

けば全く要望者に任せて変更されてしまった。この表

現は生やさしい。いいかえれば全部が破壊されてしま

ったのである。しかし破壊されることが条件となった

いわゆるその引卜前調在は、調査'(Yが原因者負抓という

もっとも条件の憩いものであったか、現場について頂

接発1Mした研究1ﾘfの愈気と努力か実って、その成果は

頗る大きいものとして表われた。

もし初めから、これだけの遺描か保存されていると

予想できたなら、こんなみじめな姿でその辿跡をおく

ことはなかったであろう。京都は1200年の部とはい-)

その1200年の経過を知る辿跡、すなわち平安宮、平安

京、攻はその束郊の''1川（今の|呵崎）の六勝寺は、殆

んど壊されてしまった。せめて南郊の鳥羽離宮跡と思

ったこの'脈も、わずか25年の間に遺描は壊された。ま

ことに残念なことである。しかし、これが京都の進歩

とあれば致しノノ．ないにしても、その〃J罪は永い年11を

経過した}ﾘiで問われることになろう。

昭和59年11)llH

（財)京都市l'l減文化財ｲjN究)ﾘf所股

杉山信三

まえがき

昭和35年噸名fIII,笥速辿路挫設工|Ifが瑞手されること

になった。その近路が鳥羽離宮跡と推定される地域を

辿ることになった地点について、、|l手前訓在を行うべき

だと京都府敬育庁は、まず建設予定地Iﾉ1の一点を選び

発掘調査を行うことをi汁画し、その担当を筆者（当時

奈良厩l立文化財研究所貝）に依細してきた。その鋪一

次として調炎した場所は、匡|道一号線に沿い、鳥羽大

橘を南へ渡った所、ムクの大水か雌えている、普迪の

水面よ')やや小片･lj<、いかにも遺跡があるかと思われ

る場所であった。そこを71-lに棚って、鴨河の氾朧で

あった遺跡も壊されていたと解釈した。そのll､↑、それ

から東方にIH中殿町の一部で、平安時代末の瓦が散,叶L

している地点のあることを知らされた。其処につい

て発掘調介することを、京都府の1l1当渦.とｷ||淡し、第

二次として、その年の暮れから翌年の3月末にかけて

調査した。そこでは建物跡をみつけ、浪殿風のものと

解釈した。結局、これによって鳥羽雛l:f跡とする所で

建物跡か遺存することに、確信を得た。その時、調査

の作業に直接当ってもらった中,l約在住の村上砧一さん

の助言によって、秋の山の南方にもそのような遺惟の

ある女(|}肥を知った。

丁度その頃、離宮跡として推定される地域の中,|;ル．

竹田について区画整理か行われることから、離宮の遺

椛の一つとしてみられた秋の山の|村方、御所の内川に

ついて発掘調査を昭和37年から行い、3～6次にわた

り、洲査して南殿と見る遺榊を出した。ついで7，8

次として、今の安楽寿院境内に老人ホームが建てられ

る事前調査を行った。これらの調在は従来辿り、京都

府教f『姿I!会がｲjった･

竹川に於ける区画整理は昭和46年度から行われるよ

うになり、その調査には京郁市文化観光局内に、その

前年に置かれた文化財保護裸か指導することになった

まず昭和46年度として、南ﾉj大手筋から北行して来た

IIIM50mの幹線道路敷で、雛i:{跡とする地域について行

い、現地調在を筆者（当時近畿大学数授）に依頼して
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京都の南、名神高速道路の南イン

ターチェンヂのあたりが、鳥羽で、

今は鴨河も高速道路の北を流れ、そ

れを堺にして、上烏羽であり、それ

よl)南が、中島、下鳥羽に分かれ、

東方は竹田と呼ばれていて、多くは

水田、或は蔬菜栽培の畑地であるが

南北には国道一号線も通っているか

ら、最近は道筋に沿って飲食店も並

ぶが、それでも竹田の安楽寿院・烏

羽天皇・近衛天皇の御陵で作る森、

中島にある城南宮の森などは、目だ

っている。何かの都合で、水が田を

浸すと、それらの森が、池や沼の中

の烏のような状景を作り出す。その

ように景観のすぐれた地に、11世紀

末の応徳3年に、白河天皇が、退位

後の院（別業）として離宮を造営さ

れた。それを城南の離宮とか、鳥羽

の離宮と呼ばれ、白河・鳥羽法皇が

使われたことから、史上では有名な

ものである。この離宮は14世紀頃ま

で使われていたが、御陵とそれを守

る安楽寿院や、北向不動、城南宮が

近世に及んで再興され、現存してい

るが、大部分は地上から姿を消した。

20世紀、昭和の初め頃から、学術的

に研究されると共に、34年頃、高速

道路の建設に伴う破壊をおそれ、そ

の遺跡の確認につとめているが、規

模の概況を知るまでにいたっていな

い。しかし、その痕跡はよく、その

規模を知るだけ以上に残存している。

従って、その顕彰に最大の努力を払

うべきものと確信し、当初の造営或

は従来行って来た発掘概況、その成

果を総括する。
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鳥羽離宮の造営と沿革

1造 営のはじめ

応徳3年(1086)といえば、今からおよ

そ90()年もまえのこと、平安京の南郊をま

っすぐ･に南へ続く大路、鳥羽の作l)道と

I1平ばれている所を、よろこばしげな、軽やか

な足ど')て､、多くの人々か、行列をしてい

るかのように歩いている。京内から出て半

刻、行く手はまだ遠いらしく何も見えない

が、西にも束にも、北から南へ連なってい

る山なみか見える。振l)返ると、北山はし

く’れているのか、かすんでいて兇えないが、

それを背景にして、東寺・西寺の塔か見え

る。東寺の塔は叫建したばか')て"、相輪は

金色に輝いている。時おり初冬の冷たい風

か吹き通っていくが、人々は顔をほてらし

ていて、寒さを感じないようである。

この行列のようなものは、その7月から

消手された離宮の造営か早くもできあか'）

つつあって、そこへ荷物を連んでいる人々

であったのである。その離内というのは、

間もなく、その時の天皇が退位されたのち、

お住まいになるものであって、それから、

何かか起る女(配を感じ、少なくとも藤原氏

が長い年｝]の間おこなってきた、きびしい

政治から免れることかで､きるような吉兆を

感じての足の軽さであったのであろう。し

かし、結果としては、余り芳しくない変り

であり、やがて、院政から武家敗梢へと移

るという、日本歴史の中でも大きい節目の

一つであった時であ')、行先は変動の舞台

にもなった鳥羽離宮であったのである。

この離禽の広さは~ri余町という。今の広

さにして、100郵をこえるので､ある‐)。そ

の中に、離宮となる御殿はもとよりのこと、

近習の公､ﾘI!llを始めとして官人、地下雑人に

いたるまでか土地をもらい舎屋をたててい

るので、まるでみやこうつりのようであ'）、

また広い池もあって、‘';↓をつくり､舟を浮

かべ帆を走らせることもでき、はるかにな

か、めるあたり、何もみることができない狸

広〈、その風景のすぐれたこと他にたとえ

るものがないという。その地は昔から、有

橘人の山粧かあ')、近ごろは1hiljil守の藤原

李綱のものであったが献上されて、このよ

うになったこと、これらの殿舎の造営は讃

③

(4ﾉ真説lﾘ1)上：安楽寿院境内の景観。烏>1>l天lil陵前の道、Ifiから

中：近衛天皇陵の東側。下：現ｲl;の安楽寺院本堂。
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寺

ll1支'､1高階泰仲か進めている。この人述はそ

のため、またそれぞれの役を'町｢冒されたと

いううわさも流れている。ほんとだった。

2御所と御堂

その認年（寛沽ﾉじ）の21151｣には、は

じダ)てその離,II!『に｜皇は御幸になり、しば

らくおられて、ル<へおﾉﾉきりになった。そん

なことか、その年の内に何lulかあった。こ

の|･皇は後に白河とおくりなしたﾉﾉである。

こ〃)烏刈のあとピli!IJにもこのような雛'I!'『を

作られたことによる。その''1河上皇は、翌

年、すなわち寛摘2年(1088)に、この鳥

刈の中て､1l1の雌'内を造'j:(･された。はじダ)の

御殿と新しい御殿とはIII-いﾉﾉｰか州ﾉに位世

したi:Mi係から南殿と、断しいﾉJ-を-|上殿と呼

ぶことになった。そして、’､|j殿には御Iりfと

別に証企l1111$t(脱和3，1101年）と呼ぶ叩・

躰釣阿弥陀AII米を安世するifll堂か、北殿に

は'i菖荊､F等院をまねた勝光|ﾘl院という御堂

（保延2年、1136)が附屈していた。その

二つの御殿は池にliliしていたから、船で､性

米することもでき、そのハ1-で、克論5年

(1091)に人井川の紅菜を兄られたとい-ノ

から、人j|:lllに迪じ、さらに宇滴､ド等|塊に

行くこともできたので、淀川にも通じてい

たのである。したかって、I)Li国へ下ること

もできたので．ある，もとより''10河に出て

卓郁へも通じていた。それゆえ、烏刈の地

は鼠色かすぐれていただけではなく、交通

要伽の地で､もあったｵ)けで､ある。その池は

おそらく、近年まで、I!:椋池として、宇論

川の溢れをたたえたものの、反対側にあっ

た池と案してよい。その池をめ〈って、離

'l:!｢か造'胤・されたもので、御殿と御堆とは、

以肚だけのものではなく、池の束には泉殿

か寛柿6年(1092)に営まれ、附I禺の御堂

は成菩捉院。この御堂は、この地に葬られ

たI'lipI法皇の御|唆（犬{:2年、1l()9造営）

の三重端の拝殿として尺承ﾉじ年(1131)に

造られている。そのまえ、その近くにか、

賜場殿か寛論4年（1090）に造られ、その

あとには、束殿か進られているか、泉殿を

引きつくものらしい。その來殿には安楽寿

院（三躰阿弥陀堂）か保延3年(1137)に

また別の御堂（九靴阿弥陀蛾）が久安3年

(1147)に造営されている。この東殿には

閻脆天堂（保延6年、1140)、不動堂（久

寿2年、1155)か造られたか、この安楽寿

(写血税lﾘ1)上:,E;>1梢鮮；収殿、大|m1･1|'|''lのあた'）

紙本着色1吋行法師絵巻(I1本絵巻大成26による）。

下:IXI'|1右の森かl'|河火|劉唆、左か御陵参考地。南よりEf!む。
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院には本御塔の三覗塔（保延5年、1139)

か、また斬御塔（保延3年、1158）の造営

があって、前脅は鳥羽法皇の、後者は近術

天皇の御陵となった。また、田!|｜殿か仁､|と

2年(1152)に造常され、その御堂として

択迦堂・阿弥陀堂か久井兀年(1154)に造

られ、金|Ⅲ心院と名づけられ、他の小さな

御堂か続く2．3年の|Ⅱlに供養されている

記録かある。

しかし、建てられるだけではなく焼亡す

ることもあり、応保元年(1161)に北殿か

焼亡したので仁安元年(1166)にIIj建され

ることかあ'）、猯承3年(1179)には南殿

に修理を加えられたが、使われることも少

〈なると、抽壊も甚し〈、文治年間には、

南殿も北殿も修復されたようである。

後鳥羽lを皇はこの雛1!:fを愛でられたよう

で、城南酒の祭り、その競賜、攻は和欣会

と皮々の御幸かあり雌水兀年(12()5)に

は断たな御所の造'関．、ついで建肝2年(12

12)に御堂の造営もあったか、承久の乱を

迎え、後鳥羽｜皇か隠lllkに移られて、鳥羽

"',':'｢は急にさびれ、盗難、災厄か相ついだ‘

なお、後嵯峨・後深草・亀111上皇も御使用

になって、修理もﾉ川えられていたので、元

弘の変(1332)の岨までは、存続していた

と考・えられる。

3離宮の規模

このように御殿とそれに附属した御‘世か

あること、その御堂に附属して三昧僻の1W

房があること、また天皇、｜･皇に巨從して

きた大臣以~|､~のものが、控えるために邸宅

があったこと、それらを区lll'iする意味の通

路か縦枇に設けられ、主要な出人口である

)ﾘiには、楼門かあり、楼l'[1の外に溌渠があ

れば価を、攻は|1,fには舟僑を架けられるこ

ともあった。また池の面に舟を浮べ、詩欣

紳絃を楽しんでいたこともあるから、舟ｲ下

き場の存ｲ[も知られるのである。

このように施‘没全体を命めて考えると、

恥なる離寓と考えるよりは、それはむしろ

郁市とも見るべきものであって、応徳3年

に造'胤・されたH,↑のことを、記鍬では、郁避

')のようであるとしたのも、もっともな‘撰

であったわけである。そして、池と施設に

|乳l係しての記述には、『､|z家物語」巻3、

「少将部11}」の項に、藤ﾙj(成絲か鬼界ケル

から戻')、この鳥羽に蒜いたM,f、父成親の

輻
呼
剤

厚真,況明）上：烏捌離',l;f束殿、釣殿のあたり

紙水着色触通念物像起(統日本絵巻火成11による）

下：図!''、森は城|'}j宮の森、"|こより。
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で､、そオL以後、時代の変りめには鳥羽離宮

か舞台となり、鳥羽離宮はその造営とその

地理上の位置か、日本の歴史の流れの中て、

大きな役ilillりと意義を持っているので､ある。

山莊、洲浜殿かあって、永年住みあらして

いるから、築地はあるか、種かなく、門は

あっても扉かないことを記し、庇中は、人

跡稀なことから、苔が深く、池の辺を見る

と、「秋の山の春風に、白波瀬に折懸て紫

鴛白鴎邇遙す」とし、「家はあれ共柵1門破

れ、蔀j世戸も絶えてなし」と記している。

これは烏羽離宮としては末期のことで、逆

にI滞期のことを考えるなら、まことに壮大

な状況をしのぶことかできるのである。

『平'家物i柵』では、巻3に、「城南雛'{:『」

の噸かある。平i,'i盛により後白河法皇が、

この離桝に幽閉された時の事を‘花したもの

4 諸 建 物 の 造 営 者

この鳥羽離宮ははじめに述べたように、

持ち主の藤原秀桐か白河天皇に献上したこ

と、それによ')高階泰仲が新しく殿舎を造

営したことで、両人は、それぞれの地位を

重任したという。すなわち、殿舎の造営を

引きうけて仕上げ、地位を確保することは

当時としてとられていた制度によったもの

であった。ことにこの鳥羽や白河に多くの

寺院・殿舎を造営したものすべてその制度

によったもので、院の近習公卿は競ってそ

の事に当ったもので、高階泰仲のものは南

殿に相当し、南殿の中の証金lil院御堂は藤

原家保、北殿の御所の方は高階為章で、勝

光明院御堂は藤原忠隆が造進した。『平家

物語』の冒頭に出てくる平忠盛が、得長寿

院を白河の地で造進し、はじめて殿上人に

なったという。その忠盛はこの鳥羽の地で

は、成菩提院御堂を造った。その他、白河

天皇の陵となった成菩提院三重塔が藤原基

隆、鳥羽天皇の陵の安楽寿院三重塔は藤原

家成、近衛天皇の陵には同時に造営された

多宝塔か宛てられた。

そして、これら御堂には多数の仏像が安

置されたことはいうまでもないが、阿弥陀

如米像を本尊としたものが'''心であり証金

li'11l院は単体、安楽寿院の本堂と目される

ものには三躰が安置してあったらしい、

成菩提院・安楽寿院の斯堂は九躰堂、勝

光明院は平等院阿弥陀堂すなわち鳳凰堂

をまねたものであった。そしてこれら御堂

は御所とつながっていたもので、御所とい

うものには、jl蔓殿を中心にしたもので小寝

殿と呼ばれるものも附属し、それら、中門

廊・堰殿・小寝殿を雁行形に連ね、それら

をI郎（透渡廊・渡廊・二棟廊）等で連絡し

御堂もそれにつながっていたものである。

これに附属して、泉の涌〈所や池にのぞむ

建物もあって、庭|刺の施設もあったし、多

数の雑舎もあって、全体が構成されていた

と考えられる。

そしてｲIIIJ<|ノも、近習公卿の邸館かあっ

たと考・えられるので、これの構成も考えな

ければならないものになっているものである。

す

今

(写1'転兇明）上より1:|'I河天皇陵。上より2．:鳥羽天皇陵

上より3：御|凌参考･地。
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発掘調査100次の経過

11－8次の調査

調査は名神高速道路の敷設が、昭和30年

代の初めに計画され、この離宮跡を通過す

ることがあきらかとなったので、京都府教

育委員会は遺跡について事前調査を申入れ

た。道路公団はそれを容れて、まず離寓跡

と推定された場所について地形測量を奈良

国立文化財研究所に依頼し、大方が庭園遺

跡と考えて、I'1研究所建造物室迩跡庭|刺班

が担当し、33年8月に行い、その報告を行

った。

その報告に雑づき、上記委員会は道路公

団の協力と奈良国立文化財研究所建造物室

の指導によって、埋蔵文化財遺椛の有無に

ついて、道路救地となる、国道1号線か加

茂大橋の南たもとから南へ約100mの地点、

北殿と推定される場所と、南殿と推定され

る中島の二三‘'､'､(をえらび試IM調盃を行った。

昭和35年7月のことで、この調盃を第1次

とする。成果としては近世の鴨河の氾淵と

撹乱で見るべきものはなかった。

道路建設はその間にも進められて、蝋地

内に土)舟りがはじめられて、洲査のため

に立入ることが不可能となったので、つ

ぎにえらんだlⅡ中殿町の地f'1をもつ地に

ついて昭和35年から36年にかけて行った。

これを第2次とする。この第2次ではじ

めて遺椛とみるものをみつけた。礫を以

て塩を形成したもので､ある。辿構は桁行

9間梁間5間と推定する中心建物と北j建

物、西方建物の附属'家を配した、寝殿造り

と認めるものであった。地名の通り、これ

は田中殿の主要建物と推定した。

以上1．2次の建物は名神高速通路に伴う

緊急調査として発掘したものだが、3次

(38年度)、4次(39年度)、5次(40年度)、

6次(41年度）は、中島地区に区画整理の

計画道路が施工される事前調査として、京

都府教育委員会文化財保謹課がｲ11当し、関

係職員を、中‘';＃御所ノ内川に派進、調杏に

ついては奈良国立文化財研究所か指導した。

御所ノ内町の地名か由緒あるかに見えた

が、まず、土地の所有者の田の中に鋤にか

かる大きな石があるので、発掘調査しろと

いう要望がきっかけとなって、第3次の調

？

鐸
廼砂弓子

鐵鈩浄・
:鐙息羨,銅

蕊
漆霧

鴬 識
↓型

写真i況明）上より1．2：第1次発IIII!洲査｢|1．

上より3．4：第3次田中殿発ｲjili1淵査｢|;
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査となる。鋤にかかる石は石灰イIの一種で

横'llに対し縦は長く、表面は凹凸がはげし

いので、高さを求めて掘りさげ、横の長さ

に等しい所で、小礫をまいている面かある

こと、その礫のまきかたは苑道風のもの、

同様な石が、他にもあることから、その辺

りは庭園であると半ll断し、その庭園が東へ

どれほど続くものかさく･りを行った。その

地点から褐色砂質が青色粘土に変り、束へ

傾斜する所に庭石が3個据えつけられてい

るのを見た。そこには、灌概用水路があり、

それをこえた田は床土の下は青色粘土とな

ることを知った。

そのことと計画道路が、この地点から、

北方に約30m、はなれた秋の山を断ち切る

ものて､あることから、その道路に沿って、

トレンチを設けて掘りさげた、その間にさ

きの用水をまたぐ、のであるか、用水路の西

方は褐色砂質土であるが、その東側は青色

粘土であることを見た、褐色砂質土は乾燥

しているので、建築救地として使うことは

可能であろうか、青色粘土は不能であると

半ll断し、また、褐色砂質土上層mに、瓦片

が散ｲlきしているのを認めて確信を深くした

上、庭石を構えたいわゆる立石のあること、

全体に庭|刺の遺構かあるとみた。すなわち、

水路はかつての汀線の名残であって、東方

は池沼て､あ'）、西は陸地であること、そこ

に庭|刺がｲ[る|製|）、この年度内には発見す

ることはできなかったが、近くに建物跡の

□
Ｌ

｡

▲

(IxI1i兇明)"3･4･5･6次の成染。!|1筋御IﾘTの|ﾉ1IIIでｲ了った。（写!'L説lljl)Mfll30年代の秋の山
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物跡を求めた。耕土の下には、去年と同様

に柱礎石とみていいものが若干残')、また

根石に当るものがあ')、そのいくつかに礫

と瓦片とを交えたものがあって、桁行約15

m、梁行9mの建物跡を4次の西南方に位

置する建物跡とその東北から4次のものに

あることを予想した。

4次（39年度）では、39年が明けた40年

1月から調査にかか')、前年の箇所より南

方にひろげて調査を開始した、結果として

予想の通り建物跡をみつけ2基を得た。1

基は桁行7間(約31m)、梁間3間(約10m)

で、西・南・東の三方に縁をとりつけたも

の、他の1基は前者の北西に接するもので

廊の類と思われるもので、西へつなぐ･もの

と見た。前者の主たる建物の間の割')つけ

は、中央間が広く、左右の2間を狭く、こ

れを母屋にして庇をめく’らしたもので、中

央がとくに広くとっているのは仏堂として

の性格を帯びたものになる。また前年見た

苑道が、これをとりまくように、南に折れ

所々に庭石が置かれ、その一つか緑束の位

置に当っていた。この苑道の東方に沿って

せせらぎがあり、東方の池へ流れこんでい

る状況をみた。

5次（昭和40年度）は、前年中の結果を

考え、建物は連続して、西南ﾉへつなか

る予想がたったので、西方から南へかけて

トレンチを設定し、広く耕土を剥がし、建

丘
ｒ

、紺■

鐘

罰■

言
釦』

》
《

難
熟

畦

●弓雷F1

呼出

鴬呼一F
奪

鐘四時

杵

■輌 鰯 笹 縁 づ：

~魂
令郵函迩騨P雀全

曇

串・需唾

(写真説明）上：第3次調査、苑道をみつける。下左：第6次調在、寝殿跡の西辺‘

下右:第5次i洲査､小寝殿束辺‘
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つながる廊のあることを検出した。また、

この建物の東南方、南方の汀線に近い所で

一辺約7mの正方形に近い、礫で固めた台

地状のものがあって、野外で行う舞楽の場

所であったのかも知れない。

ところで4次の建物跡を御堂とみたてた

が、この度のものは、母陸三間に、｜ﾉLI方に

庇をつけ、さらに東1iliに孫庇を持つ平面で

正規の寝殿ではなく小寝殿に近いものと兄

た･このことからさらに1)Li南方にも建物の

あることの予想かできた。

6次（昭和41年度）は昭和42年2川から

3月にかけて調介した。この時も京部府教

育委)_!会で、奈良国立文化財研究所の指導

をうけ藤原武二技官の派適を受けた。前々

年以米見つけたのを御堂・小寝殿とすれば

その西南部に大寝殿があると想定した。そ

れは『兵範記」仁平2年(1152)311611

の条に見られる南殿の状況に相似するとし

て、’lI1里に1淵査した。結果そうと見てよい

桁行8間（約20m)梁間5間（約17m)に

まとめられるものをｲﾘ:た。ここまで南西に

追うと、その西は、：､lと安京羅城|Ⅱlからまっ

すぐ．に南〃に延びる鳥羽の作り道がある。

当然この大寝殿の西には西対があり、そこ

よ')!'1門廊が出て中門は、作り逆に沿う大

|'11から出入りすることになるのだろう。そ

れらの施設は、今は!Nﾙ河の堤の下にかくさ

れているのだろう。発掘は先ず不可能であ

るから、想像する他はない。作')道から出

入')する御}ﾘfか南殿と文献にあるから、こ

の世跡を南雌と兇る'り．能'ド'2は強い。

7次（昭和43年）なり8次（昭和44年）

に行った調盗は安楽寿院の境内に於いてで

ある。ここに社会梱祉法人il'ifl1lflの城南世

人ホームを建設するL}f前調杏であった。こ

のm'j次の調査地は鳥羽天皇御|凌の北ﾉj-と東

ノJ､であった。北ﾉﾉには慶握11年(16()6)に

建立された金堂と、鳥羽天皇の御陵から移

挫された薬師堂との辿跡かあ'）、それを洲

在して、その下ﾉjに､ド安時代に偶する何等

かの辿構を求めたか兄られなかった。それ

以Izに求めるような条件ではなかったので

調査は終了した。

2 9－20次の調査

昭*Ⅱ46年度も年度末から51年11月京都,|j

埋蔵文化財研究所が発足するまでの間に行

った発柵'1調査で9次から20次Bに及ぶ調査

4
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》
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蜘

I

謹
韓
》

一一

謬.謬息夢蕊・鯵一一■垂邑曙
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鷺"＝-.盈鴎

¥ '

L畷 溌蝿

蕊
(写真説明）上より1．2：第6次調代、湛殿跡の礎ｲi･

上より3：第7次1洲査、近世II}建の金堂跡。

上より4：鋪8次洲企、鳥羽大里陵liilの地,‐
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であり、京都市文化観光局文化財保謹課が

指示もしくは直接に行ったものである。す

べて当時近畿大学教授杉!',偏三は学術的指

導を行った。文化財保灌課か直接行ったもの

はともかく、括派は主体者に、調在を1｢意U1

体鳥羽離寓跡調杏研究所代表者杉山と契約

させて施行した。

昭fll46年頃には、竹田地区にも区山i整理

が施行されることになった。その工報に伴

うものが多く第9次というのは、伏兇大手

筋から北上するlllM員50m道路が城南,l:f道と

交差する所から北へ、近衛天皇陵前1mを東

西に新しく設けられるI隔貝25mと交差する

までの地、東西50m南北100mA点につい

ては発掘調在とし、他3点は工事の都合も

あって立会調査で､すませた。

A点ではまず、全｢iliに耕作土を排除して

中央グリーンベルトを含めてその西方は、

青緑色粘土、その東方からは礫が一imにあ

らわれた。したがって、その礫の面につい

て、城南宮道北より約100mの所からはじ

めて北へ約10～12mの間隔で東西にわたり

トレンチを設けた。これによって石上11を発

見することができ、西よl)ア．イ．ウ．エ

・オと仮称して、アとイは四の方の防波の

ように、ウ・エとは対抗して掘割を形成、

オは東を'A｣いていることが印)らかになっ

た。

B点の所は、50m通路より西へ約,00m

の所に陵墓参考地がある。竹田小屋ノ内町

にある。その参考地の北面、道路予定蝋地

内で、表土を剥ぎ床土を剥ぎ、遺構を求め

たか得られず、I1然の砂利層のみであった。

c点は竹田田中殿の東方を南北に辿る水

路の掘削の立会調査を行い田中殿跡が束に

延びている状況を見たものである。もっと

もはじめは発捌調査を計画したが、早くか

ら、工事用土砂の搬入道路として使われて

いたので､、立会に止めた。結果、礫は西の

壁に見られたか、東の壁には見られず、こ

の立会では正確なものは得られなかった。

なお、東西道路のうち50m道路よりすぐ・

西の所、北側に白河天皇陵がある。その所

の工事は従来の土を排除して、llkl〈しまる

山土を持込むので若干の切下げか行われる。

それによる遺跡があらわれるかと待ちのぞ

んだが、そのIIり空の切下げではあらわれな

かった。

第10次(昭和47年度)区画整理でｲ丁.つたの

は近衛天皇前の東西線を御|唆前束から、新

油小路通までの約200m程の長さにわたる

地区と去年のA地区の東側IIIM約50mにわた

る点について調査した。近衛天皇陵前は褐

色土で、北束寄から南西への流れがあり

その||＃に存在していた満渠とほぼ一致する

もので、すぐ．地区外に出た。近衛天皇陵の

I凡iからは、池沼の状況を呈し、当時あった

北向不動の参道までにいたった。そのあた

りから、石垣が北に延びてきている状況に

あった。その石jIjは5ダリを前年に見ている

か、今年の地区ではカーゾまでの10本を発兇

し、合せて15本になることを兄つけた。

うち10列が一対5組で、その間間はまちま

(写真!悦明）上：第9次調査、波｣|場イ、ロ

中：ィ、ロ、二の石jrliを両ﾉJJ<I)

二の石垣を南から､

下:ｲi垣の怯み方｡

11
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N

(図説Iﾘl)第9次の調從地!,I.(を示す。Aは波_l1場、行垣の列を兇た所。B、C、D

道路建設工|If中に立会で兇た主要な箇所。特記す-べき遺椛はなかった~

ﾉj:真i況明）発兇したイi垣とその南端を‘法めた石土1Iとの鷺

ちだか、その間に水をたたえて舟をいれる

装置とし、西2列、東3列が防波堤として

その間を詰めて広場を造っていたものと見

た｡それはこのあたりまで、'llﾙ河、桂川､

宇治川が合流した溢水池として及んでいた

と解釈して舟着場を合成したものと考えた。

この舟着場も汀線が移動して干あかった

頃にこの舟着場の舟入部分を埋立て使った

痕跡は認められたがまとまらなかった。

このように舟入部分は埋立てたが、東岸

は水にしたしたままで、その中央あたりに

庭石を布置して、それは、束にひろがる池

と見ての布置である。また北岸へ弧をえが

くように、北向不動の南辺に沿うた所で、

庭石を置き汀線をしつらえている。それも、

それより束が池であることを示している。

第11次調査（昭和48年度A区）は、東西

道路の南方地区で、区画整理が進行するに

つれて立ち退く人達の住居をかまえる場所

である南北85m東西93mの地を対象にした。

li｣2mのトレンチを南北には2本、東西に

5本を設けることによって、地層をあきら

かにし遺椛かあれば、その部分をひろげる

ことを考えた。現在の水路下には前年度に

見つけた井戸から近世にかけての水路があ

ることか知られ、その水路が近衛天皇陵の

1回端にあたる所から、南北に、南がやや東

に振る道路が設けられていた。この道路は

この水路をわたることになる。l'il時代のも

のかと思われる。

また地区の西北部は、’百｣様前年に見た池

であることがわかったが、これの汀線か地

区の北辺、中央あた')から南西に向けて走

っていることかわかった。砂浜の水際を礫

でかためたもの、ゆるやかでおだやかな

IIII線をえかいている。途中、束から同手法

の道l)水の流れこむ様が見られ、庭石があ

')、桜・松・楓の根がのこされているのを

兄た。この汀線は第10次で見た堤防の束の

部分を西岸とする池の束岸を形成するもの

であろう。

第12次調査は昭和48年にB区とした地点

である。50m南北幹線上にあり、北li'j不動

西参道の北側にあたる。南北約20m、東西

約30mに及ぶ地区について行った。耕土．

床土を糸ll<･ｲ‘と度で、建物2棟、Ili曲する巾

狭い瀧、濠、石蝋溝をみつけた。建物の一

つは礎石61'占'で成')立つもので、門と見た。

他の1棟は門の脇に、4間×31川掘立柱穴

可

伊
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今
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FF紺

産】 … 卿耐

で成り立つ雑舎である。門に伴う築地では

西脇にとりつくのではなく、その南側に東

西（門の出入口に対して平行）する石敬を、

築地塀の雨落と見た。或はこれか東殿を区

切る一つの施設ではないかと考える。

第13次（昭和49年度）は、従来中島と呼

ばれた、標高16m、程度の築山かと見られ

るものが、区画盤理の結果、繊維団地組合

が開発して、その高低差をなくしたので、

中!If6としての汀の構造を明かにする調介で

あった。結果は、一体が洪水となった時に

残した中洲に、平安時代に周辺を掘り下げ

てその土を朧り上げた、築山と解釈し、そ

の時に汀に礫をおいたとか、庭石を並べた

施設はなかった。

第14次（昭和49年度末）は第2次調査で

推定した田中殿寝殿の東方について行った<

それは田中殿が東へ延びている限界をさ

く．りたい意向があった。昭和50年，月に着

手、4月20日に終えた。そこには基壇を築

成したと見る礫で固めた台地を認めた。そ

の台地は、ほぼ3m四方に固めて、連続さ

せたもので、寝殿程高くはなかったので、

それに伴う附属家であって、殆んどが、東

西に長い建物である。加えてその南方部分

があり、それまでの間は庭であった。ここ

は建物があった時代に、洪水などによる冠

水があったようだ。その東方は、調査当時

水路があって、どこまでが田中殿の範囲で

あるかは、この調査限りでは明かにならな

かった。

第15次（昭和50年）の調介地は、現安楽

寿院境内の西南、南は近衛天皇陵、pLiは烏

．‘：…#》

羽天皇陵である。この地を京郁市が福祉関

係施設、港人菜園に使用というので緊急に

調炎した。安楽寿院の古図によれば、江戸

時代末には子院玉蔵院のあった所である。

調査の結果、土蔵院の建物とその前栽の池

の痕跡を認めることができた。

第16次（昭和50年度）は近衛天皇|凌東で

区1ll11整理に伴う計IIII道路線を調査した。調

査の結果はめぼしい遺構遺物は見られず、

近世の安楽寿院地境内よ')外にあること、

その南では第10･11次で見た中世の水路を

得たに止まった。

館17次（昭和51年度）は、住友不動産所

有地城南宮南方で国道1号線に沿う約6000

mzの地について行った。第3～6次調査の

鐸

電

讓

鞠

… 一ゞ冨蝉
も誤吋酔

鈴品

獅
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('I孟真図悦）上：左右共。第1()次Bの調盗で出した波｣k場。北から

下：第11次でみつけた礎石。ILI脚門跡と推定す-る。
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東方にあり、その時の洲査で池と見た地点

である。東西に通るトレンチと南北に通る

トレンチを設けて調べ、予想通り、表1mよ

')耕土下80cmで略青灰色粘土層の堆積して

いることから池であることが明確になった‘

さらにその~ドに黄褐色*lli土届、濃青灰色粘

土層と移る。この黄褐色粘土層に古墳時代

に属する土器をみつけた。すなわち、この

池も、占墳時代で､は干あがっていたことが

わかった。このことから、古墳時代には人

が住んでいた地域で､あることをあきらかに

1十頭
し〆ノーo

第18次（昭和52年度)｡14次調査地から

水路をはさんで､、東方の地で､、区画整理に

伴う道路敷地の調査である。ここで発見し

たことは、東を陸地とする汀線のあること

であり、水際を形成する礫の中に多数の平

安時代末の瓦を含んでいた。このことは、

ここは旧中殿ではなく、東殿の西辺を限る

ものであると察したのである。

第19次（昭和50年度)、内畑児童公閲の

東側に設けられた道路について行ったもの

である。その一部は近世安楽寿院の子院明

照院の蚊地にあたり、その痕跡は認められ

た。さらに深い所に平安時代に属する河と

認める披跡があるのも認めた。

第20次は計画道路幹線(50m道路）の一

部(A)とその道路と城南宮道と交差する所

から東にはいった北側の地(B)の二ヶ所に

ついて行った。A点は第12次調査地の東側

北向不動の西側である。この地区の北寄'）

に12次につながる東西の溝を発見した。中

世のものである。これは東西に及ぶ道を|司

じ方16｣に断ち切っているものと見た。この

東西道路は鳥羽天皇陵と関係するのかも知

れない。

B点は第10次で､見た舟着場の南方である

結)!j、迩構とみるものはなく砂礫屑のみで

あったから、池沼であったものが、舟着場

に改造され、のち埋立てにあった地点と解

釈した。

('ﾉj真説llll)"11次Aで､みつけた汀絲。東北(下左)から西南へI(1けて、湾曲している。途中から、細い流れが合流する。

．

咄
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321次－102次の調査

（財）京都市埋蔵文化財研究所による調

査は、昭和51年度から現在まで、第21次か

ら第102次にわたI)継続しておこなわれ、

鳥羽離宮推定域全域に及ぶ。従って、艇lj[

上東殿推定地域（略して東殿地区)、田中

殿推定地域（略してH1中殿地区)、北殿推

定地域（略して北殿地区)、馬場殿推定地

域(I略して馬場殿地区)、と大き<4地区

に分け、ここでは年度毎に調査結果の概1'1f

を述べることにした。

昭和51年度の調査

東殿地区10ヶ所、出中殿地区1ヶ所、第

21次から第28次まで調盃を実施した。

東殿地区では、南北に通る区画整理道路

(通称50m道路）予定地（第21次A、B、

C)、白河天皇陵の北、50m道路の西（第

23次、第24次、節27次)、内畑児童公園付

近（第22次、第25次、第26次）て調査をお

こなった。

第21次調査は、第9次、第10次調査によ

り検出された舟入り迪椛の_|ﾋﾉﾌで、白1nJ犬

皇|唆と北向山不動院に挾まれた地にあたる

既住の調査で溝などの遺柵か検出されてい

るところなので、東殿関係の遺描か期待さ

れた。検出遺構は、溝、土擴、礎石群なとﾞ

多数に及んだ。とりわけ第21次A調査地東

南部では、平安時代後期の建物跡と推定さ

れる礎ｲi及び抜き取り穴のﾘが4列認めら

れ、更に西には、鎌倉時代から室町時代に

至るまで利用された溝か、トレンチの西端

劇

(写真脱明）上：近世安楽好院トー坊の一つ大善院の跡。

下：昭f1140年代。区Iiu整III!に着手する前。東にI|!C河lll流の跡がよくみられる

15
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に南北方向に検出された。また第21次B調

街地北部では、すでに第12次・第20次調査

で確認されている室町時代から桃山時代に

かけての束西方|n]の溝か、更に西へ伸びる

ことを確認し、！'1世にあって当地域が、こ

れらの溝による区画のあったことが明らか

となった。この溝からは、木製仏像、墨書

板なと．を含む木製品、土器なとゞの遺物か多

重に出土している。

50m道路西方地域の調査で､は、調査面積

が狭いこともあって、明確な遺椛は見つか

らなかったが、第24次調査で、平安時代後

期の朧土が認められ、南へ下がる湿地状の

堆積胸を検出した。

内畑児童公園付近は、慶長年間に整備さ

れ、江戸時代まで続いた安楽寿院十二ヶ院

の内、大善院、遍照院があった地で､、第26

次調在では、大善院内の礎石建物を検出し

た。平安時代後期の明確な遺構は発見され

なかったが、北東から南西に傾斜する低湿

地状の堆秋か認められ、平安時代後期の瓦

土器か出土している。

田中殿地区の第28次調査では、明確な遺

構は検出されなかった。

昭和52年度の調査

東殿地区9ヶ所、Ⅱ|中殿地区1ヶ所、第

29次から節36次まで計8次にわたる調査を

実施した。

東殿地IXの調査は、比較的小Kli積で、推

定地全域に及ぶので､順次説明を加える。

第29次調査地は、東殿東北部にあた|)、

平安時代後期から江戸時代にかけての各時

期の多数の遺構か、複雑に切')合って検出

された。平安時代後期から鎌倉時代にかけ

ては、柱穴が100以上見つか')、調査区南

寄')では、拳大の石を撒いた池状遺構を検

出した。室町時代以降の遺構としては、柱

穴群、井戸なと．があり、当調査地が平安時

代から江戸時代にわたり利用されていたこ

とか､明らかとなった。

第31次調査では、平安時代後期から桃山

時代までの遺物を含む平行した2条の南北

方向の大溝を検出した。この溝からは、1、

駄、曲物、漆器なと、の多量の木製品か出土

している。

第32次調査では、すでに付近の調査から

北東から南西に流れる大溝を検出している

か、その続きと思われる南北方IAJの幅7m

深さl.8mの大瀧が検出された。この溝は

匂

』
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何度も修復をうけており、平安時代後期か

ら桃山時代まで利用されていたことか確認

された。

第33次調査地付近は、以前の調査でも、

江戸時代の遺構が良好な状態で検出されて

いるが、この調査では、大善院と遍照院の

境を示す溝、路miなどを検出した。

第34次調査では、鎌倉時代から室町時代

にかけての南北溝を検出し、その上牌では

江戸時代の礎石建物が認められた。

第35次調査は、A～C区と調査区を三ヶ

所に設けておこなった。A区では、平安時

代から鎌倉時代にかけての東西方向の溝を

2条検出した。南側の瀧はさらに拡'llMされ

桃山時代まで存続していたことが確認され

た。他の辿構としては、平安時代後期から

桃山時代にかけての多数の井戸、土擴があ

る。B、C区では、平安時代後期にはすで

に存在したと考えられる湿地もしくは池の

堆枝層か確認された。

第36次調査地は東殿の東方に位置する。

近-|Ⅱ身の遺物に混じ'）、、|え安時代の遺物を含

む肘がみとめられたが、明確な遺描は検出

されなかった。

田中殿地区第30次調査では、すて､に第2

次、第14次調査で明らかになった、111中殿

に含まれる建物の地業跡が検出された。

IIH和53年度の洲杏

節37次から第48次まで、東殿地区7ケ所

田}'1殿地区1ヶI11-、北殿地低2ヶ所、馬場

殿地区2ヶ所、i汁12ヶ所にわたって調査を

実施した。

東殿地区の調在は、鳥羽・近衛天皇陵の

南、舟入り遺構の東（輔40次、第41次、第42

次、第44次)、北|h｣山不動院の西南（第46

次)、内畑児童公園の一画（第47次）でお

こなわれた。

第40次調査では、平安時代後期の遺構は

兇つから､なかったか、中世の小規棋な建物

跡及び墓跡が検出された。しかし第41次、

第44次調在では、北及び南へ傾斜する平安

時代後期の池の汀線が認められ、とりわけ

第44次調盃では、大小の石を直線的に東西

方lnlに並べて汀を造')出していることがわ

かった。また第42次調査でも、調査地北東

隅に拳大の礫を蝋いた汀線の一部を検出し

た。第46次調査では、第21次調査で検出し

た礎石建物跡が南へ伸び、その建物跡の束

にも花崗岩を使川した礎石建物跡が、東西

…』ざ~蕊‘“

簿
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(写真説IVI)上：第43次9間堂北束隅跡中:"44次苑池i]

下：第45次9間堂南東隅跡
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腿11壬卜琴 一間、南北二間分見つかった。他にも溝、

土壌、井戸なとゞの遺構を調査地東南部に検

州した。節47次調査は、第19次調在地の北

にあたる。既往の調査liTl様、平安I1寺代から

江戸時代にかけての井戸、柱大、識などが

見つかl)、この地域に、長い間、人の営み

かおこなわれていたことが明らかになった‘

田中殿地区の調査（蕊39次調査）て､は、

-､ド安時代後期の南北方li'1の溝を検出した。

また下層では、古墳時代後期の竪穴住居土I上

を、，囎羽離寓推定域ではじめて検出した。

古墳時代のﾉ|ﾐ活狼跡を兇い出したことは、

大きな発見である。

北殿地区の調盃地（輔43次、第45次）は、

国道一号線の東、第39次調査地の西ﾉｱに位

置している。この調査では、後世の削平を

受けてはいたが、111落ち溝を1IIWえた平安時

代後期の建物跡やその周囲をめ〈･る石垣、

怖脚と考えられる遺構などを良好な状態で

検出した。建物跡の基礎は、汀と土をつき

I111めた掘り込み地柴で、第2次、節14次洲

沓なと．で検出された建物地業跡とよく似た

仕半をしていた。また、この建物跡の南に

は、南へ傾斜する汀線を検出した。

馬場殿地区の調査（弟37次、第38次）で

は、第37次澗盃で庭石を配した東ﾍｰドがる

庭園の一部を見つけた。第38次調査でも北

へ下かる池の汀線を確認した。この結果、

‘鳴場殿は束から北にかけて池に接している

ﾛ]能性か強まった。

昭和54年座の調査

東殿地区で8次にわたる調査を実施した。

内畑児童公|煮|付近（第50次～第53次)、50

m道路予定地（第54次A、B)及びその東

(第49次）である。

第49次調介では、第11次調査などで見つ

けた牌の続きと思われる北東から南西方li'l

へ流れるIIIM4m，深さ1.5mの溝、井戸な

どを検出した。

内川児童公園付近で･は、第50次調査で､迦

照院西側の部分にあたる石敷遺構を見つけ

た。第51次洲査では、油小路lllll溝と思われ

る南北ﾉli!jの溝を検出した。第52次調査で

は、茶褐色有機物牌が青灰色粘土周の上に

堆積している状況が見られ、平安時代から

鎌倉時代のj世物を含むものの、かなり以前

から低湿地であったようである。節53次訓

介では、桃山時代に整備された明照院の嘩

災、御堂、湯陛に関する遺描を確認した．

一
琴
｛
幻
も

今
《
｝
１

趨
硬
麹

認
壇 一

ゞ
鰭

》
垂
」

令
室
白

け
毛
冬

言

推
一

一
．
ヨ

蕊=室

､~一t苫-や盈誤rfﾙ､ﾛ

ﾏﾛ'二些・当り■ら

¥‘,礒吾縁、､､-ぱf』茸､‘･うf､

二秘:‘‘蝿．まず､､

J･''叫守‘P鑑

＝一一；巻圭一＆学

｡：‘

錘

＆

畷

¥0

(''JZ典i塊'ﾘ1)上：第54次 1達昂 下：第55次苑池汀



19

また下層では、中世の柱穴群、井戸、東西

ﾉli!Iの濠などを検出した。平安時代後期の

明確な遺構はなかったが、低湿地状の蒲ち

込みが認められ、その堆積屑から、多i,tの

土器、瓦片、木製品か出土した。

50m道路予定地は、すでに前年度までの

調査によって、南北〃向及び東西方|f]｣の多

くの溝で区画された居・住空間であったこと

が知られる。弟54次調査においても、平安

時代から桃山時代に至るまでの溝、井戸、

土城、柱穴群を検出している。特に、室町

時代から江戸時代の溝の中から「鳥羽二丈

一尺」と書かれた墨耆板や木製仏像、人形、

銅椀、銅製水滴なと．の遺物か出土した。

白河天皇陵北ﾉ、50m道路の西の第55次、

第56次調査地では、南へ傾斜した汀線か庭

石4個を配していて、拳大の石を撒きつめ

た状態で検出した。この汀線は、第24次調

査で検出された汀線に続くものと考えられ

る。

昭和55年度の調査

第57次から第68次までに、東殿地区10,f

所、田中殿地区2ヶ所、北殿地区1ヶ所、

馬場殿地区1ヶ所、計14ヶ所調査を実施し

た。

東殿地区の調査は、北部（第60次、第61

次、第66次)、西部（第57次、第63次、節64

次)、東南部（第58次、第59次）と、周辺部

の小面稜の調在か多かったが、いくつかの

成果をあげることができた。

北部の第60次調査において、既往の調査

成果によって大善院跡であることが明らか

になっているが、調炎区東側で土塀跡を検

出した。平安時代後期の世構としては、北

から南へ下かる石敷遺構を検出|_た。第61

次調査では、江戸時代の整地層とその上に

成立した柱穴を見つけたか、平安時代には

低湿地であったと思われ、lli'↑灰色粘土Mの

堆植がみ､られたにとと．まる。第66次調査で

は、目だった遺構は認められなかった。

西部の第57次調査では、室町時代から桃

山時代の墓跡が5基検出され、珠土、f11銭、

漆器椀などか副葬品として埋葬されていた。

前年度の調査で検出した平安時代の庭1刺遺

構に類する遺描は見あたらなかった。第63

次、第64次調査においても、平安時代の遺

構は見つからなかったが、中世の溝、林跡、

井戸、土擴などが検出され、東殿地区北西

にも中世に集蒲が営まれていたことがわか
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った。第64次I調査では、トレンチ北側に

低湿地状の堆械を認めた。第35次B，第18

次の調査結果と合わせて、この付近よ')北

側は、かな')以前よ')低湿地であったこと

がわかった。

束南部の第58次調査で､は、北から南へ下

がるゆるやかな面に、拳大の石を敷きつめ

た池の汀線が検出され、既往のi凋査で発見

されている池の汀線が、鳥羽天皇陵の南に

まで入|)込むことか､ﾄﾘ明した。また第59次

調査では、第32次調企で検出した南北方向

の大溌か、やや南西ﾉﾉ向に|h｣きを変えるこ

ことかわかった。

HI中殿地区の調査は、京都観光バス営業

所の西でおこなわれた第62次調介では、調

査Ili積か狭く世構は検出されなかった。田

中殿建物跡の束ﾉﾌﾞの鞘67次調炎では、、F安

時代後期の池の汀線か調介地南部で南東に

似斜する状態で検ll}された。

北殿地域の調査（第65次）は、第43次及

び第45次調査で確認した建物跡の中央部分

の1洲査をおこなった。その結果、雨然ち溝

が建物跡中央で内{Hllに入り込み、そのすぐ≠

外11111に、二間三間の礎石建物がとりつくこ

とがわかった。このようなプランをもつ建

物跡は他に類例がなく、特異なもので、貴

重な発見である。

昭和56年度の調査

東殿地区4ケl叶（館69次～第71次、第73

次)、田中殿地区2ケ所（第72次、第74次

I)、計6ヶ所の調査を実施した。

東殿地|ﾒ:では、鳥羽天皇陵北utiに位置す

る鞘69次調査で、南へ下がる池もしくは堀

状の遺幟の肩部を検lllした。東殿の北部に

あたる第71次調査では、平安時代から江戸

時代にかけての柱穴、井戸、土城、沸など

が多数発兄された。平安時代後期の遺構で

は東殿の北限と思われる東西溝か見つかり

調盗トレンチ西端には、南両方|ｲﾘに広かる

池状遺構を認めた。また下層からは、弥生

時代中期の溝、土壌を検川した。溝及び土

擴からは、鍬、打斧杣、杵などの木製IH1、

石斧、石剣、石包丁なと．の石製ii'1とともに

多吐の弥ll孔土器か出土した。今までの洲査

では、自然流路と思われる下層の砂礫胴や

後|Ⅱ房の溝!|1より少量の弥生土器を見つけて

いるが、弥生時代の明確な遺構を確認した

のは今調介がはじめてである。第70次、第

73次調査地は、東殿の西端推定地にあたる

謹篭窒
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ここで､は平安時代後期の瓦を再利用した暗

渠施設や溝、礎打などを検出した。平安時

代後期から鎌倉時代の遺構には、第70次調

在の溝なとゞがある。ところが、この‘洲代

地北西の第73次調査地では池跡を検出して

お')、｜嫌接する第18次調査の結果からして

も、この調査地付近に、平安時代における

陸部と池部の境かあることか明確となった。

山中殿地区の調査は、その北部に位置す

る鋪72次調査で、鳥羽離宮の北大路と推定

される道路向と、その側溝を検出した。ま

た~|ぐ層では、古墳時代後期の竪穴住居趾及

び北西から南東へ流れる古城時代前期の溝

を検出した。第74次I調査は、これまでの

調炎で､碓i泌された平安時代後期の建物跡の

東方でおこなわれた。すでに西隣')の第39

次調査では南北ﾉlfilの溝を確認しているか、

この調査地でもII560cIn、深さ30cmの南北方

liilの溝を検出した。第39次調査の溝とこの

調介で発兇した溝の,し､々距離は10mあり、

その間が南北J-li'jに走る道路遺椛の可能性

が強い。また~lﾏ層からは、､ド安時代前期の

道路状適惟、その側溝と思われる溝も検出

されている。また古噛時代後期の竪穴住い|‐

趾が見つかり、古墳時代の集落跡が更に東

へ伸びることか|<l1明した。

昭和57年度の調交

宋殿地区2ケ所、川中殿地区6ケ所、北

殿地区2ヶ所、馬場殿地区1ヶ所、鳥羽離

宮推定地の南ﾉ地域1ヶ所の計12ヶ所で、

第74次IIから第85次にわたる調査か実地さ

オLた。

東殿地lﾒ北部の第77次及び第84次調査で

は、平安時代から江戸時代にわたる溝や、

数多くの仲戸、土擴、柱穴などを検出した。

特に、第77次調査地北部で検出した平安時

代後期の来西ﾉﾉlAlの洲からは、楽人のl附か

れた板や塔婆、下駄、箸、水球、LJj、櫛、

漆器なとゞの木製!砧に汎じり、瓦器、土HIIj器

等の日常雑器顛が出|fした。このことは、

既往の調査結果と合わせて、当時の人々の

生n吋の営みが、この地域を1'1心におこなわ

れていたことをものがたっている、

また、節84次調代地|､届からは、鋪71次洲

査で認められた弥生時代中期の溝を検出し

た。弥生時代の迩構か、さらに火へ伸びる

ことが確認された。

川!P殿地区の調査は、この年度かもっと

も多くかつ広い向積を調杳することかでき
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たので、多くの成果をあげた。

第74次II、第75次、第79次の調査では、

田中殿金'111心院跡と推定される数棟の建物

跡や建物基墹、また庭[1をたくみに配した

苑池をもつ広大な庭園遺構を検出した。第

80次洲從では、金lilﾘ心院の西側の築地塀の

堆礎と思われる拳大の石と土をつき固めた

堀')込み地業を、IIIM180cn!にわたって南北

に検出した。この地業内からは鎮壇具と思

われるl火釉系の壺を出土した。壼の中にはガ

ラス玉が入れられていた。また第76次調査

では調査地の南端に東西方16｣の溝を見つけ

ており、金剛心院の北限と推定された。こ

の一連の調査によって、田中殿金剛心院跡

の輪郭がおぼろげながらではあるか明らか

になった。

第85次調査は第72次調査地のす〈･南でお

こなわれた。平安時代の遺構としては、推

定北大路の南側側溝の肩口と南北方向の溝

を検出したにとどまったが、古墳時代後期

の竪火住居吐や土轆、古城II寺代前期の溝な

どが発見され、古墳時代の集落跡の広がり

を確認できた。

北殿地区の調査（第81次、第82次）は、

国道一号線の西側でおこなわれた。ここで

は平安時代後期の南方へ広がる池の汀線と

池跡を検出した。また第81次調査地では、

奈良時代と古墳時代の溝を見つけている。

鳥羽離宮推定地の南方地域の調査地（第

83次）は、名神高速道路京都南インターチ

ェンジの南ﾉj~800m、赤池交叉点の東北150

mに位置する。鳥羽離宮推定地からははず

れているので今まで未調査の地域であった

が、調査の結果、古墳時代中期から後期に

かけての竪穴住居趾をはじめとする平安時

代前期まで､の生活世構が検出された。

昭和58年度の調査

第86次から第96次にわたり、東殿地区5

ヶ所、田中殿地区5ヶ所、北殿地区1ヶ所、

;1-11ヶ所の訓介を実施した。

東殿地区の調査は、50m道路予定地及び

その付近（第88次、第94次)、舟入り遺構

の束（第86次)、白河天皇陵の北東及び北

西（第91次、第96次）でおこなわれた。第

88次調査では、50m道路予定地の既往の調

査で得た結果と同様、平安時代後期から江

戸時代に及ぶ溝、井戸、土擴、柱穴群など

の遣椛を検出した。平安時代から鎌倉時代

の遺構としては、調盃地南部に東西方,i,｣の
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溝が3条検出され、多数の土師器Ⅲや瓦器

類が埋没していた。また第54次B調査で認

めた中世の南北方向の職がこの洲在でも確

認され、調査地南で東側に曲がることがわ

かった。この溝からも塔婆、呪符、漆器な

と．の水製品、土｢lili器片、陶磁器片なと・おび

ただしい量の迪物が出土した。第94次調査

では、第77次調査で検出した東西mi!｣の溝

が、さらに束へ伸びることを確認した。舟

入|)遺構の束に位置する第86次調盃では、

既往の調査で明らかとなった東殿の苑池の

汀線が、北西から南東へ伸びる状態で､検出

された。この池の肩部、陸部は、人工的に

盛')上げ地業されたものであった。白河天

皇|唆北東及び北西での第91次､第96次調査

では、白河天皇陵の周溝と思われる溝の東

北隅部及び匹i北隅部をそれぞれ検IIHした。

この周溝の内11111は、lmに及ぶイl.で,潅岸

されていた。淌中より、多くの辿物とと

もに木彫りの仏像の手首を出土している。

田中殿地区の調査は、推定金剛心院跡付

近を中心にしておこなった。

第87次調査地は、推定金剛心院跡の東北

部にあたる。調査地のほとんどは奈良時代

から室町時代までの流路と思われる砂1両て､あ

ったが､西南部では奈良l1.f代の遺物包含層を

検川し、良好な土器責料を得ることができた。

節89次、第90次調査では、､|広安時代の世構と

して金剛,し,院北限の溝と考えられる束両方If!」

の櫛を確認した。また下II'iでは古噴時代の土

嬢片14､竪火ijJIII吐､弥生時代に遡る低湿地状

迪ﾄﾙなどを検出した。古墳時代の墓域が発

堀されたのは鳥羽地域でははじめてであ')､

古噛時代の生h叶の有様を復原する下かかり

を得ることができた。第93次調査でも古墳

時代の方形にめぐる溝や、甕棺墓、土擴な

と’か検出されてお')、，',墳時代における生

招空間のこの地域の広がりをあらためて確

認した。推定金剛心院跡内の第92次調査で

は、第79次調侮でみとめた平安時代後期の

建物跡の南端部を検出し、庭憧l遺椛が南へ

広がることを確認した。

北殿地区における第95次調査では、』ド安

時代後期の苑池の中ｶか半島と思われる遺

構を検出した。

昭和59年度洲査

鋪97次から第102次まで田中殿地区で実

施している。なお第102次調査は10月現在

継続中である。
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(写血!i兇|ﾘ1)上:"99次全景下：第90次III墳時代遺構全景

第97次調査は、第92次調査地を拡張して

調盃をおこない、庭園遺構の苑池の東対岸

を検出した。この東対岸には十数個の巨石

を組み合わせた滝組みが発見され、また建

物跡南側には、水位の異なる別の池や数十

化|に及ぶ庭riか検出され、かなl)雄大な庭

園遺構であることが判明した。

鋪99次調査では、第80次調査で検出され

た金lilll心院の西築地跡かさらに南へ伸びる

ことか確認された。また下層では古墳時代

の蛭穴住居趾が5棟検,'liされている。第99

次調炎地と道路を隔てて南東に位置する第

100次調査では、石と土をつき固めた地業

をともなう礎ｲl.建物跡が東西-|ﾊj分検出さ

れた。その調査の西隣')である第101次調

査においても、一面に|剛様の仕事をした礎

石建物が東西二間、南北二間分検出された。

また調査地南で東西方lnlの溝を検出したが、

金剛心院の南限である可能性か強い。

"102次洲代は現在継続中であるが、弟

79次と第97次に繋かる良好な庭憧|遺構が検

出され、庭イI-多数か発伽されている。

小結

以|_"21次から第102次までの洲代結果の

概略を述べたか、勿論ほんの一部分に過ぎ

ない。今回は触れなかったか立合調査も数

多く実施しておりその成果も多い。9年間

の,洲介記録は膨ﾉ<で、，'||土したj幽物も蛙III!

ﾈi,iで5()()0柿を超える。まだ未幣f'l!の部分も

多く、今後#"'l!か進めば鳥羽地域の遺跡の

¥l-様かもっと詳細にHjlらかになるはずである←
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離 宮造営以前の遣構
竺
埠 物

1弥生時代

京都市域の弥生時代の様子は、遺跡．遺

物を含めていまだ資料に乏しく今後の調査

研究に待つところか大きい。鳥羽離宮跡の

位置する市南部もこうした状況にある。こ

うしたなかで､、伏見区桃山丘陵西麓に深草

遺跡があり、早くから全国的に知られてい

る。ここに報告する遺跡は、たまたま鳥羽

離宮跡東殿跡調査に際し発見された遺跡で

離宮造営以前の遺跡であることから「鳥羽

遺跡」と呼んでいる。上述した深草遺跡か

ら西南約2kmの位置にあたる。

遺跡一帯は、桂川とINﾙ河の合流する所に

あたり、低湿地を呈していたと思われる。

大阪湾周辺一帯からこの桂川を中心に伝わ

ってきた弥生文化は京都盆地の丘陵なと≦に

集落を営み、弥生時代中期頃（今から約2

千年前）この鳥羽一帯の低地に進出したも

のと思われる。

鳥羽遺跡の弥生時代の遺榊出土地は、第

71次．90次調査地に限られている。遺物出

土地点では、30次（水差型土器)･35A次

(石包丁）・64次（磨製石剣）などかある。

これらのなかで、第71次調査地で発見した

遺構・遺物は、市南部の弥生時代の様子を

知るうえで多くの資料を与えてくれた。溝

跡5本・土擴3基を発見し、溝跡からは多

量の遺物を出土した。遺物の中には、鳥羽

遺跡最古の弥生前期の甕片1点を含む弥生

中期(111～Ⅳ様式）の土器（壺．甕．高杯

・器台．蓋など）を大量に出土した他、石

製品（石包丁・石剣・扁平片刃石斧．太型

蛤刃石斧､)、木製姑（鍬・石斧の衲・きね

なと．）も出土している。第90次調査では、

溝跡を発見し、ここからも多くの遺物を出

土しており、なかでも土錘が1ヶ所にかた

まって発見され、おそらくは繋がって置か

れていたものであろう。

出土した土器については、胎土分析なとﾞ

による分析をおこなっていないが、施文法

形態などの観察によ')産地もしくは土器製

作に影響を与えた地域を想定することかで

きる。播磨の影響を受けたと思われる脚部

謡皐、袋=。
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(写真i塊IW1)上：第71次l1}上石器中:"71次出土木器

下：第90次|弓抑川土状況

の四方向に長方形の透し孔を穿ち脚裾部に

鋸歯文をめくらすil"6杯、近江の影響を受け

たと思われるLI縁部か二重になl)体部に刺

突列点紋を施す饗、胎土からみて生‘駒西麓

地方からの搬入品などがみられる。このよ

うに土器本体、あるいは製作技術が他の地

域からもたらされたということは、人的交

流もおこなわれていたことを示唆するもの

であろう。次に、出土した石製品の特徴は

粘板岩質の石材を利用した磨製石器が多く、

ｲ]製石器はほとんど出土していないことで

ある。さらに扁､W｣,刃石斧の数量・種類が

比岐的豊富なことで、製作する木製の器種

の相違または製造の工程に応じて使い分け

られたものと思われる。

上述したように鳥羽遺跡は弥生時代中期

に初めてこの地に人間が住み水田・漁労を

営み生活を開始したことがうかがえる。弥

生時代は、稲作の開始とともに始まる。中

期にはその技術のlfIl上によ')水田に適した

地を大いに開拓していったことがわかる。

水田をつくり稲作をおこなっていたこと

は、出土した稲秘を切るための不i包丁、水

川を耕作するための鍬、また籾をつくきね、

これらをつくるための大小の石斧の出土な

と．がものがたっている。さらに貯蔵するた

めの壷、料理するために使うススの付着し

た変なと．の土器瀬の出土がこれを異付けて

いる。また農耕のみでなく、魚も捕り食糧

にしていたことが土錘の出土からわかる。

鳥羽遺跡の弥生人は、低湿地のほんのわ

ずかな高台に家をつ<I)、高台のまわりに

膳がる湿地に水路や溝をつく’)稲作を可能

にし、川や沼で魚を捕り生活していたこと

かわかってきた。現在まで､おこなわれてき

た調査では、住居趾・水田趾・墓跡なと.は

発見されていないが、近い将米必ず近辺の

発掘調査であきらかになるものと期待して

いる。

鳥羽遺跡に住みついたこの弥生人は、一

'階の開拓をさらに押し進め、生活埜盤を安

定させることに成功し次の古墳時代へとウ｜

き続きあゆみを進めた。
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いる。そのうち20棟が田中殿、金剛心院跡

地区で、8棟が鳥羽離宮の南方の第83次調

査で検出された。第83次調査で見つかった

住居趾群は、近辺の調査が十分とはいえな

いが、田中殿跡とは約700mの距離があり、

別の集落集団と想定される。田中殿、金剛

心院跡地区の住居は標高が12.5mから13.2

mの間で検出されており、これより低地は

湿地及び流路とみられ、集落は旧鴨河の自

然提防の微高地上に立地しているといえよ

う。古墳時代後期の住居祉群の年代は、6

世紀中頃からはじまり7世紀初頭、そして

さらに飛鳥時代まで続く。竪穴住居趾の重

複や時期差を考盧すると、同一時期に存在

していた住居は非常にまばらなものであっ

たと思われる。

住居趾の平面形をみるとすべてが方形プ

ランを呈し、真北方向よ')大きくふれをも

つ住居が多い。住居の大きさは一辺5m~

7mを測る。床面には4個の主柱穴があり、

壁の際にはIE5m程度の小溝が掘られてい

る。そして多くの住居趾が北側にあたる一

辺のほぼ中央に、壁に接して作り付けのカ

マドを設けている。カマドの中には、支脚

として土師器の甕を逆さの状態にして、置

いたものがあった。第99次調査で検出され

た住居趾には、床面に多量の炭化材が認め

られ、住居が火災にあい焼け落ちたことを

物語っているものがあった。当時の住居は

2 古墳時代

古墳時代の遺構・遺物が検出された調査

地は、これまでのところ30ヶ所を数え、そ

のうち竪穴住居趾や土擴、溝などの遺構が

見つかった調査地は14ヶ所である。全体的

にみて、弥生時代の遺構・遺物が出土して

いる地区より、西へ移動している。遺構の

検出された調査地は、東殿跡で第71次、田

中殿跡で第72．85．90．93次、金剛心院跡

第39．45･741．7411･80･97．99次、北

殿81次、そして烏羽離宮跡の南方にあたる

第83次調査があげられる。

遺構の時期は古墳時代前期と後期に大別

される。前期の遺構・遺物はこれまでのと

ころ5ケ所にすぎず、竪穴住居趾2棟、土

擴、溝が検出されている。住居趾は第80.

97次調査で1棟ずつ検出され、前者が布留

式、後者が庄内式併行期に比定される。第

80次調査の竪穴住居趾は、上部を肖ﾘ平され

ていてわずかに壁溝と柱穴が残されていた

のみであったが、第97次調査では、土師器

の壺が完形品で出土して、良好な状態で検

出された。当該期の集落の様相は今後の調

査に期待される。

後期の主な遺構としては、竪穴住居hlW

と土擴墓群がみられ、集落と墓域のセット

としてとらえることができる。竪穴住居趾

はこれまでのところ合計28棟が見つかって

無
ひ
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5000）(図説明）古墳時代主要遺構配置図(田中殿・金剛心院地区S=1
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木造で屋根に茅や杉皮なと．を葺いていたと

思われ、たいへん火に弱い住居であったこ

とか想像される。

当該期の他の遺跡では住居趾の床面に貯

j蹴穴を設けたものかあるが、鳥羽遺跡の住

い十趾ではこれまでのところ、1棟もみられ

ない。そして倉庫跡に比定される建物も明

らかでない。節74次II調査では近辺の竪穴

住居祉群と|司様な方li'lをもつ掘立柱建物が

2棟検出されている。しかしこの建物は総

柱建物ではなく、倉庫跡には確定し雌い･

田中殿跡・金l,1I心院跡の住い|阯群の分布状

況をみると東北から南西方lnlへ広がってお

り、出中殿と金l1111心院地区の2つのク’ルー

プに分けられるようである。金剛心院地区

のグループのﾉj"15棟と多く、中心地域に

なるのであろうか。

集落を区画すると思える大鰐が第85．90

・93次調査で検出されているか、現ｲfのと

ころ調炎範囲が狭く佐居吐群との関係は調

在の進展に伴ない明''1になるであろう。

後期に属する土擴墓群やJ-墳の可能性が

あるj.形溝は館90･93次調介で検出された。

住居趾群との位置関係をみると、東1IIIを占

めていることになる。土擴墓群の年代も住

居趾群の時期とほぼ一致しておi)、6世紀

前半から始まり7世紀初頭まて続く。この

ことは当時の人達か当該区を墓域として意

識し利用していたことを示すものである。

方墳と考えられる力･形溝は第90．93次調

在で一雑ずつみつかり、一辺が9mと12m

である。ノ]･|f!lはやや異なI)、いずれも墳丘

部分を後世に削平されたと思われ、埋葬施

設は残存していない。おそらく木柁lri葬で

石室は造られていないと考える。

土轆墓群は水棺墓10蛙、土器棺墓9基が

検出された。水棺墓は長方形プランで､、ほ

とんとゞのものか土師器や須恵器を副葬して

お|)、妓も多いものは15個を数えた。その

内谷は土師器難l、#j'(恵器杯身6．杯蓋5

．短頚壺l･剛頸壺蓋l･"lで、すべて

完形品で出土した。土器棺墓には、土師器

の甕を使用したり、＃1'(恵器の壺に杯で蓋を

した状態の土器棺墓かみられた。これらの

土器柏は洸骨を行なった'）、タヒ産した胎児

の人骨を埋葬するための容器と考えられる。

鳥羽世跡古城時代の出土遺物は土器・石

器・鉄器類かみられるが、これまでのとこ

ろ木器類は出土していない。前期の迩物の

。典
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(写'‘〔説明）上：第74次全景中：第9()次竪穴住居土Ⅱ

下：鋪74次竪穴住い;-111:カマド



出土量は少なく、庄内式・布留式併行期の

古式土師器で、壺・甕・向杯・器台・鉢な

どがある。

後期の土器城には土師器と須.I&(器があl)

5世紀後半以降切れ目なく出土している。

土師器には杯・尚杯・壺・甕・コシキ・鍋

鉢など、須恵器には坏・高杯・壺・短頸壺

・長頸壺・提瓶・平瓶・甕・器台などの器

形がみられる。土製品としては土錘・埴輪

の破片か出土している。土錘には土師質と

須恵質かある。イI器には紡錘車・勾玉・管

玉・有孔円盤・剣形模造品・砥ｲiがある。

紡錘車はｲi製と土製かみられ、イi製の紡錘

車は断面台形で表裏共に鋸歯文を刻んだも

のが多く、規格性が感じられる。砥石には

よく使い込み、その使用狼から鉄利器や|i

類を砥いだ痕跡と見分けられるものがある‘

鉄器は釘類が多いが、鎌や刀子も出土して

いる。

古墳時代後期は群柴墳の盛行した時代に

あたるか、これらか丘陵や山地に立地する

に対して鳥羽遺跡の墳墓群は平地に立地す

ること、柴落と非常に接近していること、

土墳墓群を多く伴うことなどからみて、当

遺跡が群集墳とは少し異なった墓制をとっ

ているといえよう。方墳は主体部が検出さ

れないため埋葬施設は不明であるが、可能

性としてこのﾉ埴2基を集落の首長クラス

の墳墓として想定することはできないだろ

うか。一部周満と木柑墓との切り合いは認

められるが、方噛に接する形で土猫墓群が

分布している。弥生時代とかなりの時期差

が認められるが、この櫛の形態は弥生時代

に用いられた民衆の集団墓地の系統を受け

継ぐ･ものと考えられる。

以上のように住居と墓はかなり明白にな

')つつあるが、ノ|乳産の場としての水田遺椛

は現在のところ検出さオLていない。しかし

遺跡内や周辺部で低湿地状を示し水田性の

土壌が確認されているため、今後水田辿柵

の検出には十分可能性があると思われる。

第83次調査で発見された集落のグループ

と田中殿、金l1l1心院地区の集落の関係はこ

れからの課題である、

ワQ
ニソ

(fJj真説Hjl)上:"90次全景中：第9()次士曠堪下：第93次喪棺某
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3飛烏・奈良時代

飛烏時代の遺構・遺物の出土地は|股られ、

金lil心院跡の第74･80･99次調査で検出さ

れた。当該区は古墳時代の遺構と軍な')合

い、遺跡がそのまま受け継かれ続いてきた

ことを示している。顕著な遺構としては第

99次調査で見つかった竪穴住居趾があげら

れる。この住居趾は焼失住居で床而に上屋

の炭化材が焼け落ちた状態で検出された。

しかも炭層は2枚確認され、2度の火災を

受けたと思われる。平而形の変化は認めら

れないため上屋を火災の後、同一竪穴で新

たに建て替えを行なったことが考えられる。

カマドの場合は当初の位置より東へずらし

て作り直している。古いカマドには支脚と

して逆さにした土師器の甕を用い、新しい

カマドは土師器のコシキを底部か欠けては

いるがそのまま座った状態で出土した。各

炭層の床liliには土帥器や須恵器がおしつぶ

されてはいるか良好な状態で、火災前の位

置を保っていると考えられる状況である。

壁際に沿って並んで出土してお|)、性の外

側か土器凱の設置場所であったのであろう。

土師器には杯・皿・梁・鉢・コンキなと、が、

須恵器には蓋杯・嚢・枇旧(なとゞの器ﾙ'があ

る。

このように竪穴住居は飛鳥時代まで確実

に残り、古墳時代の住喘との差異は認めら

れない。当遺跡においては以降竪穴住1門･の

検出はみられず、平地式住居や掘立柱建物

に移行していくのであろう。

奈良時代になるとさらに遺構・遺物の発

見は希薄になり、わずかに北殿跡の節81次

調査・田中殿跡の第87次調査で検出された。

第81次調査で､は調査区の北部で溝が一条認

められ､土師器･須恵器か出土している。第

87次調從で､は調卉区大半か新しい流路跡で､あ

ったかその西側で奈良時代前期の土器猟か集

中して川土した。狭い範囲の調査であるため

遺構に伴うものか不明であるが、土器類は

良好な一括資料である。土師器の杯．Ⅲ、

蓋･igi杯・饗があり、ク､恵器には杯・蓋・

短頸壺・壺・恥がある。杯は土師器・須恵

器共に高台の付くものと付かないものかあ

る。奈良時代の遺構は当該区の周辺に広が

っている可能性かある。

(写真説明）上：鋪99次竪穴住1-｣1i二中：第99次竪穴住居･士lヒカマド
下：第87次土器出土状況
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4平安時代初期

鳥羽離宮跡をさがし求めて、第9･10次

で発兄した舟栽場とみる遺榊は、他に残さ

れた例も無いから、何のために造築された

か、いつの時に造られたか全く不明である。

これを解釈する手かかりは、後に、第11次

でみつけた汀の対岸をなすように、その矛i

垣の中程に庭石が布置してあったことから、

この7『垣列は、その庭園か造営さオLる以前

のものである。同様に86次で池で､あった所

が埋めたてられて、庭園の汀線を作ってい

たのを見たから、lnl様な改造が行われたこ

と、その池も庭園以前のものと考えた。と

すると、そのイi垣はどれほど遡らせるのか、

そのイ｢垣の用途が、対抗する打垣から5列、

そのいずれもがI幅員に広狭かあることから、

それを造った時には、池辺がそこまで来て

いて舟を入れ､とりつけるにふさわしい突

堤の施設と考えた。その造立の時期は庭園

を必要とした時か離宮造営時と限定した時、

それを遡ることになる。舟着きの施設とし

て、需要にふさわしい時は、平安京の造営

時にあろうと考えた。

すなわち、西国からの物資は淀111をさか

のぼり、南から木津川、北からは桂川・II1!3

河が合流する淀、文字通り、河水の淀んで

いて、中洲も形成したであろうが、その渚

はこのあたl)に及び、その溢水池を舟で林

させば、容易にこの舟蒲場に達することか

でき、荷を下すことになったのであろうし

平安京へは、わずかな道程を車ではこべば

よい。そこには京の中央道路朱雀大路を延

陸した作|)道があった。それを津とするに

‐|分な施設かあったわけである。

この施設は東西50m、南北には70mに及

ぶ。一部民家等で、未調査の所もあるか、

西束の両|II1が、水に洗われる部分で、北か

ら南へ突き出した突堤を形成する。西側は

ア・イのイi垣かその面を西に|句け波に洗わ

れるものとしている。アの7i垣が一部こわ

れることなっても、イの石上I(がその部分を

支える工夫がこらしてある。東側も肺l様に

セとソのイi垣を東面してしつらえ、波に洗

われることを予恕している。加えて、内に

あるスの列は、部分的に、束を1mにすれば

他の〃『では、西を伽とする。結局、西側の

アとイ、東側のス・セ・ソは突堤として幟

築を頑強なものとしたイ1.垣であった。
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(写真説ﾄﾘl)"9次波止場、ソのｲi垣から火にある庭ｲ1.遺描

(図説明）第9次波止場遺椛



35

ところで、それ以外の10列の石垣は二列

か対抗している。西からウとエが幅貝zm

強で、オと力か幅員4m強、キとクがI幅員

3m強、ケと．が8m弱で最も広く、サと

シが5m強となっている。この石垣の対抗

するものの南端は今は石垣で積まれてふさ

いでいるが、ふさいだ石垣の積み方は粗雑

である。それにくらべて元からのものは比

較して整然としている。したがって詰めた

石垣は後世のものだといえる。また、防波

の二列の石垣は礫で詰め陸地としている。

面の対抗しない石垣の間も礫で詰めてある。

同様陸地として使ったものである。結局、

対抗している石垣間を南に開いて水をいれ、

そこに舟を引きこみ、舟入りに使い、陸へ

積荷をおろし、全部をはとばの施設として

いたのである。

なお、石垣を積むには、防波の石垣では

しからみを作')、積む石を水の中で固定し、

上に乱積みにするが、石垣かおちついた所

から上は、長手の石を使い、小口を見せて

積みあげ、全体の高さとして底から、今残

っている上面までが深い所で1.20m位にな

っているが、北へ行くに従い浅くしている。

その残っている高さのあたりが海抜,4．0m

位であるから、ここが舟入として使用可能

な時、海抜12．0～13.0の頃であったのであ

ろう。

平安時代末、離宮造営の頃は、例えば、

｢平家物語」に厳烏へ行くのに京都を離れ

て作り道を南下し草津よ')舟に乗っている。

また別に、南楼門を過ぎて、赤江から舟に

乗る文献も見られるから、そのあたりまで

水位が退いて行ったことが知られる。水位

かそのような状態であるなら、舟着場とし

ての使用は止めなければならないだろう。

舟の入口を塞いで、舟入|)部分には、砂で

埋立てて平地として使ったのではないかと

考えた。埋立てには砂を使った。調査して

石垣を掘|)出し、対.抗しない部分が礫で埋

めらオL、土で固めてあったことに対し、舟

入')部分か砂であったことも、対抗した石

垣、対抗しない石垣、前者には砂、後者に

は礫と土の差は平地として使った時にあら

われて来た差である。

その平地の部分に凝灰岩の破片が出土し

たので、建物等か建てられたことであろ

うが、そうと見られる痕跡は発見できなか

った。
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(写真説明）鋪9次波止場遺構上：全景下：南端閉塞の状況
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離 宮造営以後の遣構
連
這 物

1南殿

中島御所内町で3次から6次にかけて調

査した遺構を対象にする。昭和33年に調査

された成果によって、ここはFLi殿と推定さ

れた。烏羽離'曲を文献の上から兇ると、西

殿と示すものは何一つとして存在しない。

しかしまぎらわしいものの一つに、『史籍綜

覧｣が久安4年2月4日のこととして、「高

陽院烏刈西殿ヨリ北殿二移御セラル(台記)」

としていることである。ところで台記のそ

の噸は、1－3日までは宇淌のⅣi･作をした

あと4Hに「未刻参西殿、頃之女院移御烏

(写真説明）第3次、秋の山南部のトレンチ（図説11ﾉl)第4、5，6次南殿遺幟の推定復岬
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羽、北殿御川．、相匡|從深史、郁芳|''1院宅」

とあって未刻参西殿は宇治のことで、それ

をすまして鳥羽へ行ったと示しているので

この西殿は鳥羽のものでない。すると西殿

とされたあたりの遺構は南殿である。南殿

には作り道から直接入っている記録かある。

不幸にして、このあたりでは河川の河川蚊

となっている。

この南殿には作')道からすれば、当然、

大門･中門や西対かあり、その束に波廊かあ

って湛殿につなかることになるだろう。そ

の束渡廊から舟に上った記録がある。以_|員

の建物は河川敷の!+'にあるか、束渡廊の疲

跡は兄つけ得なかったか、そこに舟をijlきこ

む川があった。

この南殿の位置と想定した所で発見した

遺構は西に川かあって、そこから東北へ雁

行形に連る三棟の建物跡である。この遺榊

の南西に位世するものが堰殿とすれば、そ

の図か、『兵範記」仁平2年3月6日の条に

戦せられ、閥対代から南渡l師と北渡廊かあ

')桁行8間梁行5間の寝殿がえかかれてい

るか、この側は母屋6RHILII酊庇北に孫庇と

いう柱間である。その間はlil寸法である。

想定した遺榊は桁f｣.-8間碓行のもので、｜ﾘ：

屋は5間で図面に庇かあり、北と束に孫庇

のとりつくもので、各間､1法は不|'i｣て､、｜ﾘ：

屋中央間広<Fhj脇二間宛がせまく庇は広く

四miにつく。「兵純記｣の図は決して実illlllX|

ではない概念図であるからl'l'j者の間に差は

あろう。「兵範記』の記事I|!にはそれより火

に小;|,聖殿のあることを示しているから、発

見した西より2棟卜lか小1,Z殿にあたるので

あろう。すると、小寝殿の遺構をここで初

めて発見したことになる。

小漉殿の辿跡は桁行6間梁行4間で、’1：

屋3間(梁行は2間)、四miに庇をとl)つけ

る。三面同､l-法で､めく’るか、東庇のみかも

う一間係庇を持ち、その部分か北へ延びる

廊につながる。その廊は西に庇を持つ二棟

廊で､ある。

この廊を北へ長く、その途中から発見し

た適椛の第三棟へつなぐ渡廊を出している。

第三棟の規棋は桁行7間梁間3間で、母膿

5間に四面庇をとりめぐらし、周囲に緑を

と')めく･らしている。母屋の梁間l間は特

に広く、その広さを以て、母屋桁行中央間

の広さとしている。その一間の寸法は約4．7

m、である。母屋脇間2間宛は各M寸で、
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約2．7m。とl)めぐらした庇は3．12mで同

寸法になり、その外を1.5mの濠かめく･っ

ている。この間収l)は、浪殿関係の建築と

兇るには異様である。これを仏堆、南殿で

あるなら、証金IIi1l院とすることができる。

証金剛院には丈六阿弥陀仏か本蝋として他

に丈六地戯尊・菩薩像・閻魔天瞭か安世さ

れたことか「殿1件」等に兄られるが、この

発見した、南殿の仏堂は、それらをいれる

に、若干あわない,,,1,1:もあるか、それらをいれ

るに不都合のない規模であるといえる。

ところで、第二棟（小;|,X殿）と第三棟（御

堂）との間、むしろ小1聾殿の前ﾉﾉ．に、地表

miから、商さ40～30cm広さ17.6ﾉの台地が

あることをみつけた。台地の表liliに柱をた

てた痕跡すなわち礎石な')その恨石を、ま

（'ﾉj真説lljl)上・下：共輔4次南殿御堂(,証金剛院)跡
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(写真説lﾘI)上：第5次南殿小寝殿跡、中：第6次南殿堪殿、

(図説明）南殿推定復原烏鰍図又

た掘立にした跡を求めたが全く何もなかっ

た。用途不明のものであるか、記録を見る

と「釣殿」も{|}て来る。釣殿から舟を出し

ていること、束渡殿に舟を寄せていること

から、そのあたりまで水の流れかきていた

ことがわかる。

水といえば、十分そのあたりに及んでい

たことか発掘調査により汀線のあることで

Iりlかにされている。秋の山から南方へトレ

ンチをいれた時にそのトレンチから、秋の

|_11の束に見た水路（現在は公I刺にされたか

ら消えた｡）があるのを見て、トレンチはそ

れにからみ乍ら南へ延優させた。そのトレ

ンチの東側を掘っている時には、耕土下が

背色粘土であるが、四1I1Iの所ではlli,f褐色土

に変る。庭石が一石、二石と出てくるのも

その水路のあたりで、水路は南殿の束から

南へとまわる。すなわち水路が、汀線の位

ii'IIを示していると考えれば、その水路の束

ﾉ、或ははるかな池沼であることをﾝj〈すの

であろう。その対岸は中島にあると必･える。

またその汀線は北方にも及び、釣殿で舟に

采った人は北殿へ棹さすこともできたので
半？ブ

のQo

また証金l,11院御堂を発見した手かかl)は

秋の山から南へいれたトレンチの城南端あ

たりで、庭石と礫をまいて、I几iから東へ、

北から南へまわ'）〈ねった苑道を発兇した

ことによる。所々に庭ｲiをIWd世し、それを

束へ､既記の水路に達して、発見した。こ

のような庭石があることは近くに建物のあ

ること示すにﾎⅡ連ないと発見の手がかりを

ｲ!｝たのである。これは第三次・第四次の発

掘である。所有者の許しで耕土をはがし、

調査するにある。必要の所は借地して掘'）

~|､.げた。その借地は必要にして十分なもの

にIIzめた。しかし必要なと思われる1ムさは

｜-分に州:'）ることかできたし、それだけに

返すときには、ノ心の状態にして返えさねば

ならない。この南殿の遺跡のあることから

jj(都市は|11の袖助余を得て、買上げ、保存

する措世をとった。



2北殿

北殿推定地の最初の調在となった第一次

調査は、昭和35年度に名神高速道路とIlil道

1号線が交差する所で実施した。この地は

以前から付近よりも一段,Wj〈なっており、

ここに建物の世構の検出を期待したのであ

るか、洲在の粘果、地表下約25cmで砂礫層

を検出し、これか近世の'|鳴河の氾淵による

堆枯であることを砿認した。この4f実から

北殿の遺柵はIIIﾙ河の氾溌によって破壊され

ているものと考えられた。

ところが、昭和53年度から55年度にかけ

て実施した第43，45，65次のi凋査で、｜:M然

溝の巡る建物跡を検出し、これによって北

殿の遺構か造存していることか明らかにな

った。この建物は賜場殿と推定される城南

寓の北に位置することから、当初川中殿の

金岡l1,L,院に附偶する建物であると好えてみ

た。しかし、節80次調査でこの建物の束側

に金lill心院の西端であると推定される南北

ﾉﾌlr1の築地跡を検出したため、この建物跡

は北殿に附属するものであると考えを改め

るに至ったので､ある。

検出した建物は韮壇上に建てられた礎石

建物であるか、基唖の上1mが後-UI:にかなり

|!jll,Izされており、礎石か認められなかった

ばかりか礎石の据え付け穴や抜き収')穴に

ついても検出することはで､きなかった。し

かし、建物を巡るl'lj落淋は東辺をKさ43m

に榧って検出し、‐|上東と南東の隅も確,忍す

ることかできた。この|:|:j落溝の状況から建

物は桁行40m前後の南北棟の建物てあると

必-えられ、その規模から身舎の桁行を9間

に割')付ける9間堂であると推定される。

また、この雌物の東部中央で|:1j落溝の外

1Hllに数仙lの礎ｲ1･と抜き取り穴を検川した。

これは建物に附属する施設であろうと推定

していたか、建物1MﾘにI:ij落溝が曲って没け

られているため、|,i｣一"§壇_1:の別棟の建物

であると必-えるのか妥当であろう。その規

模は桁行3間、梁行2間の南北棟で、9間

堂と推定した建物の前liliに接し、しかも中

軸線をそろえている。こうした建物の例は

他になく、極めて特殊であるといえる。

これらの建物の基壇は、粘質土と礫を交

互に版築した伽')込み地業によって椛築さ

れているか、主要な部分については拳大の礫

を突提状に積み上げている。こうして構築

塗 一一.舞

(写真説明）上：第45次推定9間堂南部中：第65次推定9間堂中央
下：第65次堆蛸地業

39

＝
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(写真説明）上：第81次苑池中：第95次苑池

下：第95次苑池築山の地業

した基壇の縁は自然石を一列に立てて並べ

基壇化粧がほどこされている。またこの基

壇の中央部は端よ'）も一段高く盛り上げら

れており、地業内の突提状の礫積みもこの

部分だけ高く積んで構築されていることは

興味深い。また先頃、この建物の西側で立

会調査を実施したが、ここでもこれと似た

地業の痕跡を認めており西側にもかなl)大

規模な他物が隣接して建てられていた可能

性がでてきた。

昭和58年度には国道1号線の西側におい

て第81,82次調査を実施し、ここでは庭園

遺構の一部と考えられる汀とその南に広が

る池を検出した。汀は束から南西方向へ緩

やかに湾曲し、この西部では庭石と、東部

では拳大の礫を汀の部分に貼')付けた洲浜

の痕跡を検出した。

翌年の昭和59年度には第95次調査として

第81次洲査の南西部をj淵査し、ここでも北か

ら南へ半円形状に突き出した庭の一部と考

えられる汀と南に広がる池を検出した。こ

の庭は自然の地形を利用したものではなく

人工的に土砂を盛')上げて構築されたもの

であるが、この描築方法は、まず最初に基

底となる土を盛')上げ、次にこの中央部を

掘')込む、さらにこの中に核となる方形の

土壇を築き、これらの上に全体の形状を整

えるように土砂を盛り、最後に洲浜、庭石

を配置するといった手のこんだものである

ことが確認された。このような複雑な榊築

法と全体の形状から推測して、この庭は園

地の中島である可能性が強い。しかし、策81

次調査で､検出した池の汀線が南西方向へ湾

曲していたことから北から南へ突き出した

半島である可能性もあり、現時点では結論

を出しかねる。

いずれにせよ第95次調査で検出した庭園

はその規模から、北殿の主要な一角をなす

ことは明らかで、この付近にも建物遺構の

存在が考えられる、文献によれば北殿は鳥

羽作り道に面して造営されており、これか事

実であるとすればその位置関係から第95次

調査区の西及び北方にそれらの建物が推定

できるであろう。しかし、9間堂と推定し

た建物は文献には現われておらずこれをど

う考えるかは今後の課題である。
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(写真説明）上：泉殿・東殿航空写真中:"71次調從全i;I

下：第88次西半部全景

3泉殿・東殿

泉殿・東殿は、広大な鳥羽離宮の内で、

その北東部を占めており、現在の白河天皇陵

・鳥羽天皇|唆・近衛天皇|凌を含め現安楽寿

院・北向山不動院がそれぞれの後身である

ことから、この辺り一体にあったと考えら

れている。

泉殿・東殿に関係する調査は、鳥羽離宮

跡発掘調査が100次に及ぶなかで、その半

数以上を占め、昭和43年以来永年に渉って

調査か継続しでおこなわれてきた所である

しかしながら、現在までに泉殿・東殿の御

所を示すような主要な建築遺構は確認され

ていない。しかし、当地区が弥生時代から

桃山時代の広範囲な時代に及ぶ複合した遺

跡であることが確認できた。特に50m道路

との幅貝をもつ新油'1，路の道路建設及び周

辺で確認された平安時代の舟入り跡とその

北側では、平安時代から桃山時代に至る溝

濠、井戸、建物跡、土曠などの遺構が特に

密集して複雑な状況を呈していることも判

明した。また、苑池なと’も検出しており、

御所内の景観の一端がうかがえる。

舟入')遺構は第9次．10次の両次にわた

ってあきらかにできた最も顕著なもののひ

とつである。その規模は東西幅70m、南北

100mに及ぶ広範囲なもので、その内に南

北方向の石横列が2.7m～8mの間隔で15

列確認できた。そのうち、互に石の面がlrI」

かいあっているものが10列、即ち5筋あ'）

それらの各筋が舟入りと考えられている。

遺構の年代は、鳥羽離宮以前、平安京造営

まで遡ると考えられている。

舟入り跡よ')以北での新油小路道路部分

の遺構のうち、明瞭なものとして区画を示

す濠があげられる。濠の規模は、大体幅5

m、深さ1mほどの素掘りで東西6条、南

北4条あ'）、その内の数条は合流する。濠

に区画された規棋は南北に北から50m、50

m、35m、40m、12m，93mと中央部が狭

く、南側が一番広い。東西の規模は中央か

45mで、その両側が6mである。これらの

区m'iの中でも71次･81次の遺構群か特に密

集し、建物・柵・井戸なと、が何度も作りか

えられている。遺構群の年代は鎌倉から室

町時代のものか大部分である｡
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泉殿・東殿の内て庭園に関係した遺構は、

10次、11次、41次、42次、44次、53次、55

～58次、86次と11ケ所にも及ぶ。このうち

55～57次以外は、舟入|)跡．北向山不動院．

鳥羽天皇陵・近衛天皇陵に囲まれた地区に

あたり、苑池に関連した遺構群である。

調査の成果から苑池を復原すると、東西

約90m、南北150mほどのやや細長い屈曲

した汀線によって縁取られた曲池状をなす

ものと考えられる。検出した汀線は、大部

分が幅70cm～1mほどに15cm前後の玉石や

割り石を敷きつめたもので、一部砂を敷い

た洲浜状を呈する所もある。水際の勾配は

ゆるやかで、池の水深は、30cm～40cmほど

と考えられ、池の底部には、部分的に白砂

か敷かれていた。

汀線沿いの要所には、lm前後のチャー

ト、砂岩、花崗岩、緑色片岩を景石として

据え、また所々樹木を配していた。44次及

び舟入り跡の束辺では、石組も検出されて

いる。44次では10mほと．の間に1mほどの

石を3石～7石ずつ二組にわかれて配置さ

れ、その東側の一組は千鳥状に配置し、そ

の東方に石列が一条のびている。舟入り跡

東辺では、南北に35m離れて2ケ所あり、

北側には3石、南側で､は7石一組になって

いる。

この他、白河天皇陵北側の55次～57次に

おいても、南に下がる径10cm前後の玉石で

敷かれた施設と、約7m離れて径lm前後

の石で組まれた石組を2ケ所確認している

が、これらの施設がどのような苑池に関連

するかは現在不明である。

一方、泉殿に関係する調査として91次．

96次があり、白河天皇陵を取りまく幅8．5

mの堀の北東部と北西部が検出された。そ

の結果、現在の白川天皇陵は一辺約33mの

方形を呈しているが、その築成当初は、一

辺56mで、その外側を幅8.5mの堀がめくﾞ

り、現在一辺約65mの方形の烏羽天皇陵．

近衛天皇陵とほぼ同規模のものであること

が判明した。また堀の内側には、一部に長

辺1m以上の自然石で3段築成されている

のが認められ、内側だけを3段に組んで築

いていたことか判明した。
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(写真説明）上：第11次苑池汀線中左：第44次苑池
中右：第86次苑池汀線下：第96次堀
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泉殿・東殿の発掘調査から出土した瓦は

おびただしい量に及んでいる。これらの出

土瓦のうち軒瓦の種類は多岐にわたる。軒

丸瓦の文様をみると複弁蓮華文や巴文なとﾞ

が主で、それぞれ文様構成によってさらに

細分化される。蓮華文は、平安時代前期・

中期のものに比べて、文様の粗雑化・簡略

化が目立ってきて、箔傷が認められるもの

も少なくない。一方巴文には、その巴の巻

き込みに右方向と左方向とかあり、ここで

は主に右ﾉﾌ-Ii!｣で、三巴になって構成される

ものが多い。

軒平瓦については、その文様は唐草文の

ものが多く、剣頭文・巴文などの文様もあ

’)、その作り方は、「包み込み」、「折り

曲げ」という手法を用いている。この中で

軒丸瓦及び丸瓦の側面、軒平瓦及び平瓦の

凸面に段の付くいわゆる「段瓦」と呼ばれ

るものが、この周辺だけにまとまって出土

することは、注目されよう。

このように、烏羽離宮内に供給された膨

大な量の瓦は、その大部分が各地から運び

込まれたものと考えられていて、現在、そ

の主な生産地は、讃岐、播磨、平安京川辺、

東海等が知られている。

泉殿・東殿の当時の生活を知るうえで重

要なものとして日常雑器がある。これらは

食物を煮炊きしたり、それを盛った')、貯

蔵したりする。雑器には土製のものと木製

のものとがあり、鳥羽離宮でも当地域一帯

の溝・濠・井戸・土器溜りから肢も豐冨

にかつ膨大な量が出土している。土器はそ

の用途から、食器、貯蔵器、煮沸具とに分

けられ、鳥羽離宮期の食器・煮沸具として

は、土師器、瓦器があり、貯蔵器として須

恵器、焼きしめ陶器などがある。土師器に

は、大小の皿、受け皿があり、瓦器には椀、

lⅢ、釜、鍋なと．かある。以上のような土器・

陶器の他に、中国から輸入された陶磁器が

ある。これらの主なものは、白磁椀。Ⅲl･

四耳壺・瓶、褐釉の四耳壺、青磁の椀･llll

などで、その主要な生産地は、中国斯江省、

桶建省、広東省などで生産されたものであ

る。このような単彩の釉をかけられたもの

以外に華やかな色あいの三彩釉を施した壺

も出土している。
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(写真説明）上：泉殿・東殿出土軒瓦下：泉殿・東殿出土土器．陶磁器
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泉殿・東殿の調査から出土するもう一つ

の特徴的な遺物としては木器類がある。こ

れらの大部分は、溝、濠、苑池等から良好

な状態で出土している。木器類の用途とし

ては、装身具や調度品、呪術に関連する道

具、遊戯具がある。装身具としては、割板

を薄く削った扇の骨や、漆塗')の横櫛など

がある。調度品としては、轆轤で挽いた木

製のものに黒漆を塗り、その上に赤漆で文

様を描いた椀や皿以外に折敷、曲物なども

出土している。

呪術に関連する遺物は、21次、53次、59

次、77次などから特に数多く出土している

それには、薄板を人の形に刀子状のもので、

切り抜き目、鼻を表わした人形や呪符、薄

板の上端を五輪卒塔婆に切り表わしたもの

に「諸神□口守所也｣、「南無阿弥陀仏」、

「鳥羽二丈一尺」などの墨書の認められる

もの、烏・舟．刀などをかたどったもの、

斎串などかある。また特記すべきものとし

て、21次、54次などから高さ10c'nほどの小

さな仏像か出土し、96次には漆で彩色され

た5cmほどの仏像の左手などもある。また

板に墨書されたものも数多くあ|)、77次か

ら、II563cmの板に笛・笙を奏でる2人の楽

人を描いたものか出土し注目を惹いた。人

物像は、墨で､輪郭を拙き、抱衣と口もとに

は朱か塗られており、楽人奏楽の一部と考

えられるものである。

遊戯具としては、将棋の駒、独楽、毬な

ども出土している。この他、柿経、人形の

首、箸、下駄などその木器の種類も多岐に

わたっている。

一方、金属製品には、宋銭の他に調度品

としての銅製の水滴、椀などが少量ではあ

るが発見されている。また、小刀の鞘・矢

尻・鎧のなかの糯当などの武具の他に、錐

などの木工具などもある。

この他特記すべきものに、平安時代後期

の土器の蓋の表に「度章散｣、「白散」の薬

名の墨吉のあるものや､｢つり針｣、「人」な

と．をかたどった土製品もある。
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(写真説明）右：泉殿・東殿出土木製品左下：第77次出土墨書土器
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4田中殿・金岡ll心院

田中殿跡の発掘調査は古く、昭和36年に

遡る。この年の調査は伏見区竹田田中殿町

で実施され、鳥羽離宮関係の遺構がはじめ

て検出された記念すべきものである。調査

の結果、礎石建物跡か近接して3棟発見さ

れた。その中で、主要な建物と考えられる

南方建物（寝殿）は身舎桁行7間・梁行3

間で四面に庇が付くものである。この建物

の北側で検出された建物跡（北対）は桁行

7問、梁行2間の規棋を有するものである

そして、寝殿と考えられる南方建物の西北

には脚と推走される建物が取り付き、西へ

史に1IIIびている。また、寝殿の基壇地業|ﾉ1

からは地鎮具が出土した。地鎮呉の壺の中

からはガラス玉か2511kl以上発見された。史

にその周辺部からも地鎮に使用されたと考

えられる土WI|j器のⅡや瓦器椀か折り重なっ

た状態で出土した。現在までのところ、こ

のような地鎮具を出土した同時代の建物跡

は平安斯く、白ねI地域なと．でも発見されてお

らず当時の呪術を知ることかできる貴重な

盗料である。その後、昭和50．52年になっ

て先の調炎で検出した建物跡の束及び北側

の調査で､も建物跡が4棟以上検出されてい

る。これら一連の調査の結果、田中殿に造

営された建物群は、軒を連ねるように南西

から北東へ雁行形に配置されたことかほぼ

明らかとなった。また、これらの建物蕪壇

は拳大の礫を方形に枝みあげたり散発的に

撒きつめた'）して、基壇を構築している。

このような特異な工法は田中殿の他に金剛
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(写真説明）上：田中殿・金剛心院跡の航空写真中：第2次全策

下：第14次田中殿建物地業
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心院なと．にも認められている。また'川l崎に

造営された内加J南殿などでも発見されてい

る。この他、建物群の南liliでは庭1割適構の

一部と見られる適枇も検川された。

fli1I心院は、先のIII中殿跡建物群の南｢｝q

約120m付近-で検出される遺枇僻をその一

部と考えている。金lii1l1心院の位置について

は、文献に記栽されており、それによれば

川中殿の南、馬場殿の北すなわち、賜場殿

と田!'!殿との間にあたると言われている。

そしてこの院は、九間四lili阿弥陀堂、三間

'ﾉLI面釈迦蛾の他に、1Z殿その他15･16字の

建物から成り立っていたことか文献に書き

残されているが、建物の配置などについて

は全く不明である。

この付近の発伽調介は、昭和53年印!より

急速に進められ今日までに調卉地も数十ヶ

所にﾉ史んでいる。これら一連の調査の結果

j,1号壇姓物、礎ｲI姓物、庭,東,遺描、築地、洲

などの遺桃が良好な状況で多数検出されて

いる。検出された建物跡の｢|』で､1つの中心

をなすものとして、身介桁行3間・梁行2

i川で|ﾉLIImに庇．係庇かめく．り、南{Hll仙而に

紬が取り付く兼塊建物かある。この建物跡

は金lil1心院推定地の火端で､検,'llされ、建物

の束'Ⅲ'は瞳'池になっている。この某埖建物

は平Ⅲ形や規模などを総介してみると、文

峨に兄られる釈迦堂ではないかと考えられ

る。建物堆填は、掘り込み地業によって椛

築され、亀腹状の形態をしめしている。ノ,L

l','''Itの礎ｲIはすべて抜き取られていたか、

礎ｲ1.据え付け穴の底部には花崗岩の風化剥

落した』峡跡か認められ礎ｲiに花崗岩か使則

されていたことか明らかになった。地業の

規模は、東西約30m、南北24m、地業底部

から検川した基塊~上miまでの残存高は約,.5

mを測る。地業は、黍大の礫を､'2均3mIWII

の単位で短冊形に敷きつめたのち粘『,(土で

その上を種う。そしてこれを交互に繰り返

し版築する。単位を表わすイi列は、地業掘

形底部より堆壇上面まで一貫し、2～3段

は同一航fI｣に面をそろえて礫を枝みあげて

いる。

この建物の北ii!i東隅には、北へ伸びる桁

行7間、梁行21ﾊlの礎石建物か取り付いて

いる。この北IMllに1蔓股建物の基塊と考えら

れる土壇か検出された。また東I向iには建物

の南東隅から北へ21lll目に東へ伸びるIIili

(釣殿）が付く。このlriljは束へ51ﾊl目で南へ

I
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(図説明)111中殿遺構配置|XI(写貞説明）第79次金|川心院跡・釈迦堂・湛殿
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蕊

(写真税明）上：第79次苑池下：第79次全競

ltI角に折れ曲がl)、南へ4間数える。そし

て、束面は池の水際に位置し陸l池を望むよ

うに建てられている。反対の西側には、多

数の礎石柵え付け穴や雨蒋溝と考えられる

石敷なとゞが検出されている。なかでも、後

'I:『塚陵墓参琴地北辺で検{l',された建物跡は、

河原ｲfを並べて巾落溝をつくっている。そ

して、建物側のi;ﾛ藩瀧のイl.列には縁束と考

えらオLる花崗岩の礎ｲl.が東西ﾉjl<'jにll'iえ付

けられていた。l村落識の12には瓦の堆積が

兄られ、この建物か凡葺であることを示し

ていた。ただし、この建物跡は建物の北辺

部を一部確認しただけであるため建物の規

棋や性格については今後の調森に期待した

庭|刺遺椛は、釈迦堂の東側から南111ﾘにか

けて発見された。検川された庭園辿柵は、

苑池、滝ｲI組收び遣水、ハ1･着場、洲浜なとﾞ

である。池跡は2ヶ所あり、1つは釈迦堂

の東11111一'腓で検出されたもので､、もう一ﾉJ.

のものは釈迦堂の南方で発見さオLている。

叔方とも池全体の形状や規模については不

明で､はあるが、池の北端部周辺で､あること

は確かである。釈迦堂の東側で検出された

南北ﾉﾉ向に展開する池は、最大lil:28m、深

さl.5m以上を測り南北90mにわたって検川

している。池の状況は、iﾉﾋi岸の北半部では

ゆるやかに傾斜する喉の水際を玉ｲiで敷き

つめ〃'1浜を造りだしているが、その南の中

央部で､は水際及び岸に大小5011Jil以上の石を

組み介わせて荒磯風の景観を辿りだしてい

る。特に、釈迦堂から池に向かって伸びる

'郎か折れllllがる付近の石組みは力強く表現

され、使川されている石はやや大きい。南

半部の水際は変化も少なく直線的で、所々

に庭ｲTを据え付けている程度である。廊の

南端、やや池か狭くなりかけた所には、橘

挾みによく似たf｢組みか検出されたが、対

岸や池の底部にも橘の披跡はなく舟着場で

はないかと考えられる。この付近の対岸も

変化か少な<|rl線的である。滝跡は、この

変化に乏しい束岸で検出された。滝跡のイi

組に仙用されていたイ｢は、抜き取られたり

砕かれたりしていたが一部石組か残ってお

り｜||状を知ることかできた。それによると

滝のIWjさは1．8m以上あり、残されていたイi

の｢|!には、踵さ2n1、重さ2.51あるいは’5

t以_上あるものがあった。このようなこと

から、滝ｲi-組には巨石を仙用していたこと



がうかかわれる。滝への水は、金liil心院の

東端をしめすと考えられる素掘|)の溝から

導入している。そして、滝から落ちた水は

すぐには池に入らず進水を通って池へ注ぎ、

込んでいた。遣水は滝から南西ﾉ].|f'lに向っ

てつくられ、石を直線的に並べて形造って

いる。道水の傾斜はゆるやかで、底部は土

石敷である。また、ところどころ．には水分

け石や軽い段をつくり流れに変化をもたせ

ている。次に釈迦堂の南方で検出された池

跡はIIg10m、深さ0.3mを測る浅いものであ

る。池の水際は直線的で、その､'た1m形は南

北に細隆い短冊形をしめす。池のI1口には

庭石を、西岸に3ケ所、東岸に1ケ所それ

ぞれ21|占lを1組として配置している。その

他釈迦堂の南面にも,1,1,':々 と庭fl.を＃,'}え付け

ている。庭石にはチャート・脈石英．ホル

ンフェルス・粘板岩～頁岩・砂岩．花崗岩

緑色片岩などの石材か用いられている。緑

色片岩を除く他のT｢は、京都盆地li!1辺部で

採取されたものと考えられる。しかしなか

ら緑色片岩や砂岩の一部には、京部以外、

たとえば紀ノ川流域、あるいは吉M1川流域

からのものもある。庭ｲ1.として利川されて

いる不｢の屯量は平均250～300kg前後のもの

が多く、現在までに出土した中で雄大のも

のは、2.5tであった。なお、池の堆積土

からは、マヅ・センダン・サクラ．ウメ．

エノキなとゞの自然世物か出土しており、こ

れらの樹木が庭園に柚栽されていたものと

考えられる。

釈迦堂から西へ8()mの地点で南北ﾉj｢f1の

築地跡か検出された。築地跡のIIII側には、

IEl.5m前後の素掘りの溝が1Mll溌として掘

られ、その溝内からは多数の瓦か出土した。

この築地跡は普通の築地とは異なり、築地

の紫底部を掘I)込み地業によって椛築して

いる。掘り込み地業の工法は先に見た釈迦堂

跡と同様、礫と粘f'[土を交互に版築してい

る。第99次調査地で､は、IIH2mの礫敷面か

南北6.5mにわたって、束へ50cm銀り出した

部分が検出されており、この上に'11なと≦の

建物か建てられていた可能性がある。また、

地業内からは灰釉の施さオした壺|ﾉ1に土を入

れた地鎮具が出土している。このような築

地の跡は、鳥羽離桝跡はもとよ')、六勝寺

や白川殿でも発見されておらず極めてまれ

なものである。

次に、令剛心院の南端と考えられる地域

一

＝垂

(写真説明）上：第79次苑池中：第79次滝・造水跡

下：第79次池・灌水状況

49
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(写真説明）上：第99次築地跡地業中：第100次全緊

下：第101次小御堂跡

で実施した第100･101次調代では礎r｢建物

跡が2棟分検出され、他に東西方向の溝及び

南間ﾉﾉlhlに流れる樅を確認した。この付近

は馬場殿推定地に近く、従米までは池跡で

はないかと冴えていた所て､ある。第101次I淵

査で検,111された建物跡は、浅い州l)込み地

業によって構築された雄壇建物である。調

査地北端では東西ﾉjli!｣に花陥i岩の礎ｲ｢か3

ヶ)ﾘ1-検川された。ただし洲代地か狭いのと

装壇の火及び南1IIIかかなI)削り収られてい

るため雄物の全容を明らかにすることはで

きなかったが､･jII¥_1-.に残る|:i櫛や平liliルク

なと．よりおよその規棋を知ることかできた

それによると、北辺此び東辺の柱筋を庇、

それより|ﾉ11Hl1を身介とすると、ノブー|ﾊlの叶

介の|几lliliに庇、係庇の付く建物跡が考えら

れる。これに類似したものに、仁和寺南院

の子院跡から検出された御堂があげられる

以上のことからこの建物跡は金剛心院内に

建てられた一間四面堂の小御堂と推定され

る。また別の建物跡は、金lull心院の南|股を

しめすと考えられる溝の北側に位置する。

金剛心院内に建てられた建物跡の方位は、

ほぼ真北に対し束へ2～3.前後振っている。

北殿の東端で検出した建物跡も、これと同

様な振れをしめしている。

第72次洲在で検,!')した道路は、余li'il1心|塊

の北仙lに位置しⅡ11I1殿の南111llに接するliIM9.5

~10.2mの鳥羽離'l;『内を束1)Liに走る道路で

ある。このような進路跡の検,1'1は、今I,!'が

初めてである。

最後に、金1i1心院の規模については、北

限を鋪76．89．9()次調沓で検川した燐とし

南限を弟lOl次洲介検出の束l凡i憐と考え、

束限を滝に水を導入していた南北溝、1几i限

を築地跡とすると、南北約17()m、束,ﾉLiも

170mをi!!llることかできる。なお、この数

値は文献に記戦された造営規棋とは若-｢､の

兼異か認められ、今後の検討課題である。
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I践埋 一
己

』

一
計

灸嬢

(写真説明）上：第79次釈迦堂跡地業下左：第101次小御堂跡地業下右：第97次釈迦堂跡南半地業
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(図説明）田中殿・金剛心院跡遺構配置図
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軒瓦拓影

(拓影説明）金剛心院内の堂に用いていた軒瓦。瓦溜りで出土した。生産地は、播磨(兵庫県）・讃岐(香川県）・山城(京都市）
である。（軒丸瓦・軒平瓦は、かならずしもセット関係を示すものではない｡）
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(表） (製）

P

ヴ
Ｌ
且
琴
座

輪
も
■

(写真説明）金剛心院出土の金銅製金具これらの金銅製荘厳典は

円形金典は柱をとりまく連珠余呉である。噸例は''1蝋；$

を裏よりはめ込み、うす板で押えとめる㈹

釈迦堂跡の付近より出土したものである。写真右下の

t色堂等に兄られる。上段珊略は、中心にl'l形のガラス
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5馬 場殿・城南宮

｣I､Iｳ場殿の位iil,lについては、周辺地域の洲

侮成果や文献査料なと．から城南符II'il辺部と

推定している。しかし、現在までのところ

賜場殿に比定できるような世構は発兄され

ていない。推定地域内で実施した発掘調査

は3ヶIﾘ｢で、いずれも城南‘高境,ﾉ,に位髄し

ている。これらの調在では、池のil線や唯

I刺辿椛の一部と好_えられるイi組み辿描なとﾞ

か検出されている｡城南'IMiの拝殿來仙,で行

った！淵企では、調査区の_|上と南端とでｲ｢組

み世椎を検出した。イi細みに使用されてい

たイiは50～60(JIn前後と比絞的小さい。石組

みは、造庭時の幣地Iｲｲをﾙﾙり下げてり,IIえ付

けている。‐|上1llllの不｢組みは、直線的な配置

でｲl.の2/3以卜埋め込まれていた。下胴から

は、』ド安時代lll頃の土ilij器・綱忠器．黒色

土器．緑釉陶器や「右坊」と陰刻された，え

凡なと’か出土している○境|ﾉ1の北端で実施

した洲秀では地表下約2m前後でWjから-|ヒ

ヘ|､.がる池の汀線を検川した。池の堆枝1脚

からは、平安時代から鎌倉時代にかけての

土|'I1Ij群・瓦器●凡なと→の他に、イ'|j緑や懸仏

なと’か出土している。また、楽水陳Iの西で

実施した調在では束からllLiへ下かる仰斜面

を検|'|}し、楽水|点|"1Hllか池もしくは低湿地

状であったことか．明らかになった。この2

ヶ所の調杏で、城南寓のlil辺部のlll地形を

復1%(する査料を得ることかできた。

、
‐
１
１
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；
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一
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可

('I示真説明）上：馬場殿跡・城南寓航空写真中：馬場殿跡・城南’高付近古地図
下左：第37次庭園遺柵下右：第38次全紫
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膿裳身も,延琴屠籔:藩 1 平 安 京 南 郊 と 鳥 羽 離 宮

平安時代の建築をと')あげ、仏寺や'lj!『殿・

住宅等を省みた時遺構例は極めて少い。そ

の遺榊のみからすれば、建築史か語る所は

殆んどないといえる。それを豊かなものに

するためには、地下に埋没しているものへ

眼をliりけなければならないことはいうまで

もない。先史時代の建築に対してとってい

る力．法である。そうした方.法でとりあげた

一つが平安京の南郊にある、院政時代に設

けられた鳥羽離寓である。

平安京を造'肖・し、その位iifilを定めた時、

南郊は極めて亜要な土地であった。三ﾉﾉを

山でとりかこみ南方が開いた所に、造営し

た平安京は、開かれている南郊に大きな意

味を排っていた。平安京中央の朱雀大路を、

行きつく所まで延ばし、それを鳥羽の作り

道と呼び、行きついた所は、京の鴨河と、

iﾉ町の枕川とが介流し、その合流点に4j･:論川

か､あって淀川となり、大阪､|え野へ流れ'込む

所である。この合流点には、南から木津川

が注ぎこみ、その水津l11を遡るなら、lllffI

平城京に向うことができる。南郊は河川に

より、平安京の安全性を固めていたのであ

る。この南郊の池沼の多い地では、時代惟

秘の節目には戦場ともなるか、､|z時は穏和

な土地、物資の集散する土地として、：､ド安

京にとっては要衝の土地であった。

ここは、従って早くから|州けた土地で人

口が稠密していたことは、弥生時代から集

落か存在していた痕跡を調企で明らかにし、

古城時代の竪穴住)跡を多くみつけ、大き

な噛塚は見られないが、埋葬施設のいくつ

かを発兇している。このような遺構・遺物

か発兄できたのは、鴨河・枕川の合流,!‘!､(で、

多くの中洲かあって、食物になる動ｲIIII物が

繁航していたことによる。その中洲の或る

者は、時期によっては冠水することもあれ

ば、干し上がる時もある。弥生・占墳ll,↑代

の遺跡・遺物のあったことは、その時は干

し上かった時であろう。ところで、その時

代を過ぎた飛鳥・奈良時代の遺跡・遺物の

姑んどないことは、その噸は趣水していた

時と考・えられる。平安時代の初めはまだ江

葱雪

1 少
沙､

ハ

号呂

グ

皆．
勝

〃

夕④

f、ﾑジ
遡瀞典,蘭

ゴー

一

’画繊戦

ふ.,濠 棟
■

(写真説明）上

中

下

第4次、

第97次、

第97次、

南殿御堂跡の束辺から南辺へ庭園

苑池部分と突き出た廊の跡一部｡

突き出た廊の近くの舟付場



水の時が続き、ここに､|と安京造営の波止場

を作り、水迎を利用して、西i玉lの物資を持

ちこんでいた。しかし、干し_上がる時期か

まわってきて、波止場まで水か米なくなり

舟を満ける所は次第にルjへ移動せざるを得

なくなった。、'た安時代末にはさきの波止場

から南西約1kmの赤江に至っている。

これらの次輔の経過で、水の!J1いた所に

は水閣と呼ばれる平安ﾉj(に居た賞紳のlll"

がたてられ、白河天皇は退位後の後院を設

けられた。その頃この土地を区切り造営さ

れ'門殿類が雄てられた時、その規棋の>||冒大

さを、当時の人は都遥りだと呼んだのであ

るか、その郁遷りの!|'に、政論の}|｣心か、

移動するものだとの錯覚はあったかも知れ

ないが、それは半ば其'夫で、ここに従来と

はちかった執政のﾉﾉ法か唯まオした。そのこ

とを院政と呼んで区別する。

また都遷りといっても、平城桝・平安南

という類の建築は建てられず、すて､に11．

12世紀に定fしていた里内裏の建築形式が

採られることになった。そのような里内袈

には正式な;|,2殿造l)の流れは薄らいでいて

寝殿を中にして、入口を持つ側には対代を建

て、その塊は対屋から小湛殿を|犯したもの

になっている。それらを渡殿でつむく･が、

二棟廊、単II!|j、吹放しの廊の形式が採用さ

れている。

ノjliえてこれらに対し、上皇か1W籍にはい

られて法皇となられたことによって、従来

から住宅にもあった仏堆か大きな要素とな

って来たことである。それは奈良・京都の

大呼へ、貴族の子弟がはいったf院になら

った形式の建築を採川したものになる。こ

の仰の建築腓は、従来の'l:]澱建築でもない

住宅建築でもないものであって、仏堂・堪

殿が主体になって、庭陳|をしつらえた、､I｣.:

院でも、伽監にたてられた三milII:ル)でない

州"}形式を成_,ﾝ舌させたのである。その憎"｝

を本寺すなわち寺家に対する二r-院、院家の

建築となi)、院家建築である。

，鳥羽離寓はこの形式を以て造常され、各

殿は堰殿と共に、南雌には証令lilll院、北殿

には勝光明院、泉殿には成菩提|塊、東殿に

は安楽芽|塊、田中殿には令岡ll心院か附屈し

た。なおlrflじ院号のI|!に2棟以kの御堂の

あるものもあったし、発掘調在で発見した

御f唯の遺構で、所属する御殿のわからない

ものもある。

(写真説明）上

中

下

第11次

第86次

第95次

汀線を構成する礫。

従来湿地であった｝ﾘ｢を埋立てて汀を作る構法
ハ,l地に烏(7)を作る拙法。

R7
ソ’
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IIijじ院号で2棟以上の御堂を持つものに

は、東殿の安楽寿院かある。まずこの院号

か与えられた阿弥陀加I来3体を安置する堂

か建てられ、日時を後にしてその南に9体

阿弥陀を安置する堂を造った。それ以外に

不動堂、閻魔天並が建てられた。同様な例

の余li'illl心院は造_,7当初から2棟の堂をiill'l'i

し、l,il時に清子、|il時に然慶供養を行った。

二階三間|ﾉﾛ面の12mを持つ堂に、釈迦蝋を

宛て、二階九間|ﾉLIIIIIの堂を阿弥陀堂に宛て

た。釈迦章の方か華腿であった記録を兄る。

後にまた、美禰IIII院が鳥羽法皇の遺言とし

て法皇の母茨子のために丈六阿弥陀堂を安

證する堂を建てたという。命liiI心院のよう

に別郭に構えた時は田中殿とは別に御}ﾘiす

なわち斗塾殿か設けられた。

逆に発掘して建物跡を発兄したが、ノiｳ;兇

の及ぶ限})文献には所属も秘もわからない

のかある。43．45．65次の一連の調査で発

見した雨然溝のある建物である。調在した

¥liliでは束血のものであるか、金l,111心|塊の

西ﾉﾉにあるか区域外にあると判断して、北

殿にいれたのかそれである。

それら各殿を池して、発仙＃洲盗でわかっ

た各建築と庭陳|の特徴をあげたい。まず、

鳥羽離嵩跡を調介して、これこそ鳥羽雛'l;{

らしいものと思われる庭陳|をとりあげる。

2庭園

『扶桑略記』は応偲3年(1()86)の離門造

営当初の状況を,｣<した中で、さながら郁進

りのようだと記した後に附けjjllえて「岬1ilu

築山」とし池の広さを示し、深さを示して

いるか誇張されているが、満榔をまい遼莱

山を作'1、舟を浮かべ、棹をさし、碇をお

ろし、池水の水をゆたかに、その風流の美

しさはあげても数えきれないことを述べて

いる。そこに|'|然の美と人~[の美を共存さ

せたと語っているのである。洲沓してこれ

か真実であったことを知った。

池では、近衛火阜陵の南、iﾉLiとひろがる

のを兄つけた。什処に庭イ1･を世き、池の汀

には礫をまくようにしておいて、波でその

岸を洗っていた。今の安楽院の境内I几i

南の|jI'4、鳥羽大IIL陵の東南の位置に)W,､と

し据えられたイIがある。調企はその西を掘

って（38次）池の汀線の及んでいることを

見つけた。また86次を掘って、平安時代初

期で､はl':大な自然池の底であった所が、イl.
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(写真説明）上

中

第97次苑池の細部、束岸の滝11とIﾉLi岸の庭石、
滝口附近の池底。下：滝口のせせらぎ。下方より
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西へ卯酉二棟廊に北illllへ庇を加えたものが

附属する。外廻り北東西の三方はlllll柱より

1.2m程内に南側では外へ10m弱はみ出して、

一段高い壇を設け、従って他の三方では柱

下のみ礫をも')あげたような形で、ノIL壇を

設けている。それは床下のみの仕事である

から外からはわからない。卯酉廊は全面に

礫を敷いて、地業としている。この手法は、

その東で出した対屋にも用い、多くは壇に

よるものである。設けるに当っては、一辺

2～3mの正方形に周囲を礫で固める手法

になっている。

南殿の寝殿は既述（36頁）の母屋五問四

面に東と南に孫庇を設けたもので、その束

北方に小湛殿が附属している。小寝殿は平

安時代初めの寝殿には全く存在しないし、

垣を組んでグリッドを作り、その間を土砂

で埋めて陸地とし、その先に汀線を作り上

げて、まさに人工的な池に作')変えていた。

苑池として巨大な規模に作り上げられた

のは金l111心院に設けられたものである。湛

殿・二棟肺・釈迦堂と南北に布置したその

束に、巨イiをならべて荒磯をまねたその延

長では礫をまいて洲浜を作|)、その荒磯に

臨ませて、廊から亨へとつなぐ建物を世き

その先に低ﾉ』形の汀を2個置き、舟をつけ

る場所を作る。それより30m程離して対岸

を作るが、そこは土堆の感を持たせている

が、その一ヶ所に石をあつめて、土波のli'」

こうから流れを引き込んで、滝口を作って

いる。この滝を一度中段で止め、土岐に沿

って流す工夫をするか、そこに並べたｲ-iは

若干の間隙を持たせてあるので、横に流れ

池におちる水と、間隙の|川からあふれこほ、

れる水とを持った滝であるから普通のもの

でない工夫か．こらしてある。

この池を穿つこととは逆に、土を盛|)上

げて‘烏としたのが、中‘Ifjである。こわされ

て今はなくなっている。今の繊維団地の位

置である。『扶桑略記』か示す情景は真実

であった。

3寝殿

寝殿の建築は田中殿、南殿、金岡ll心院で

みつけた○田中殿寝殿は母膣七間四面庇で

母屋梁間を三間にわける。したがって桁行

九間梁HII五間の建築で、ある。加えてiti北に
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対屋かあっても、小湛殿については全く好・

えられなかった建築である。ここにそれと

認められるものが発見できたことは大きな

意義かある。

なお『典範記』に南殿の湛殿lXlかあり、

発見したものと比較すると各|Alの､1-法に不

|可があるように思われるか、人|Ijj小異の小

異として兄過し得≦るものと‘'&'､う。この寝殿

はIU中殿のような壇を設けず、地1mの必要

箇所に根Viをおき、礎ｲiをWIIIえたに留まる

地業の技法として最も簡単な顛である。こ

の技法は総じて、南殿の椎|雌（征余li1l院）

に見られるものである。川!'1殿と鮫べて、

数等劣ることはいかがなものであろうか。

flilll心|塊はその区域内に御'lliX(杁迦ili:･

阿弥陀'_ili:)二伸と共に‐潤雌御Iりi令屋I余

'j:」のあることを知る。それは腕'家雌築｜,ﾘj

成をもつ。金li'ill心院として、釈迦'単:の辿跡

から北ﾉに雛ｵし、火IﾉLik50mにﾉ史ぶJ,醐{と

''&'､われるものを伽り出している。その奥行

を、道路をはさんで北側に求めたが、存ｲ,I

しなかったので、3()mをこえるものではな

いようだ。その|｝，ﾉjさは50cmである。これは

釈迦'ili:から二間と〃川の礎T『建物でI|ilj瓜の

他物でつないでいるため、やはりこのj,uW

も建物と考えるべきであろう。仙し塊の_'三

には根石のようなものは見つからなかった

この建物の西南ﾉﾉすなわち釈迦堂の北1IIIに

は多数の州立穴を兄つけたので、川|{,7:純で

まとまる建物はl:!氾介雌の十余字のいくつ

かに当る。舎陛とも拠る壇の建物は;|.Z殿に

ill当するような建築であったのであろう。

4御堂

叶j殿の証企|11111塊については既に述べた。

その地業は堰殿と|,i｣様に壇を設けず、II'i接

地1mに礎石を置いた建物である。その1I'11ﾉ#I

すなわち北から束へ、さらに南に折れまが

る、小さな礫をまいた苑道と|面｣じliliに礎イi

".lij,lかれているからである。ここで､は紬を

とりめく"らしているから、床板張りの建物

であったと考えられ、その縁束の一本か苑

辿に配された庭イ1．のILに建てられている。

釈迦堂の地業は礫を尚さ1m以卜.に仙み

_|,げ、その|H1を礫でつめたItil丈なものに11:

る･その丁寧さには、｜｜を兄推るばかりで

ある。それはまずﾉJ-形|ﾇ画に割付けた|_{=

枝み上げた技法で、一段石を枝むとその上

(写真説明）上：第4次南殿証院御堂跡、束より。下：第★次 北殿9間堂のイjj'i'',iの隅。左、南辺、右、束辺
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’L」
に粘土をii',lき、それにイ,をなじませて、全

体としては版築の方法で、母屋には,i:Jj<、

庇と縁は低めに積み上げそれぞれの所で礎

ﾉ、を据えるものである。｜ﾘ屋三間PLIIm庇、

さらに係庇と、牲列は三'nにとりまく。結

局桁行71111梁間6間の雌築で､、南面にのみ

土庇のようなものをかけ、それを梁行の間

に数えるなら、7間四ﾉjの建物になる。こ

の建物のI1辺に多数の几だまりを見たから

瓦葺で､あり、本体三川|ﾉLIIiliの周陛|にさらに

孫庇を兄ることは二階堂ともなり得ること

と、またl111刑から装飾余l-Lを発見している

ので、華蠅な建築と碓定て"きるから、記録

に見る釈迦'i;i:の跡と好えて当然であろう。

これに対する|IpI弥陀堂は一部調査したもの

に充てていいと考えている。

発兄できた御堂の他の|#llは、41頁に掲げ

た、43，45，65次によるものて､ある。その

図の通り、來辺のみを兇つけ、桁行はわか

るのであるが、西辺はすでに家屋が建ち未

調査であるため染行､｣法はわからない。こ

の御堂は、60～70cnl御塑のイiを南北lとさ5(）

m位にダllられて、壇を作る。この明から約

10m離れたIﾘfに束と南の二1mに巾2m射、

深さ1.5mlt1!控の濠をダ)<･らす。底はILi部の

所で蚊も深い。このような施設の中、ニダll

のTi蚊で、I;|:j藩溝を作る。それよりうちは

flill心院とl'1様の地業になる。この雨然溝

は、束11111の!|｣央で、約7mにわたl)建物の

内方へ11111111している。このIII{曲した所に、

さきのイIllを利用して、三|lll二間の建物の

礎心~か布ii!|IIされているのを兇た。IIIIIIIIした

溝はこの三間二間建物の|:1:j落溝となるらし

寝殿
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と本厘の建物の1粁はそれを種って

､く

い。する

いたものと考・えられる。この三間二|Ⅲlの中

央|HIかこの本家建物の一|Hj､i法を,j〈唆する。

そ/Lに一筒Ii据えられたままの礎ｲiかある

ことから、南北桁行|-一間、東西梁行の総

問は不lllであるが、束lili二間は広く､前面

の入側椛を外した平Imが考えられ、恢跡か

ら、人111111;iill通りには加弥壇の地糎をとり

つけ、辿枇として激|llのない仏堂かあった

ことを兇つけたので、ある。

(IX1,iMIW)第75次、79次、97次、金剛心院釈迦堂、北二棟廊、束釣I師の平面復原。
(写j'L説明）第79次､金剛,L,院釈迦堂一部､北二棟廊､寝殿と庭圃の各一部が見える｡
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鳥羽離宮略年表

■■一ーー 一一■■

I I

西 紀 年号 天皇（法皇） 事項(A)鳥羽殿 事 項 ( B ) 六 勝 寺 そ の 他

900

1000
この頃、鳥羽に藤原時平の山荘あり

５
０
２
３
７
６

２
２
５
７
８

７
８
９

90

２
４
２
１
１
３
１
２
３
４

寛弘
寛仁
治安
天喜
承暦
応徳

寛治

一 条
後一条

〃

後冷泉
白河

〃

堀河（白河）

藤原季綱の鳥羽山荘を以て、後院（鳥羽
殿）の経営
鳥羽南殿
〃北殿

〃馬場殿

藤原道長の浄妙寺
無量寿院〃

〃 法成寺金堂
〃頼通の平等院阿弥陀堂

法勝寺供養

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０101

５
６
７
１
２
１
１
２
１
２

保
長
徳
和

嘉
永
承
康

〃泉殿・東殿

閑院の屋舎を鳥羽北殿に移す

白河覚円大僧正房（泉殿）を法皇の御所
とする

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10

－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
20

－

３
４
５
１
２
１
２
１
２
１
一

一

治
承
仁
永
一

長
嘉
天
天
一

一

２
３
１
２
３
４
５
１
２
１

永久

元永

保安

鳥羽

南殿・証金剛院御堂供養

泉殿・三重塔供養

〃 多宝塔供養

尊勝寺供養・白河泉殿（南殿）

一一一一一一一‐‐マーマーーーーq■q■q■一一一一一q■b一一ﾛ■■一一一‐‐‐＝ーー＝ー■■＝q■ー一一一一.■一一一一一一■■■

白河南殿御堂（蓮花蔵院）供養

最勝寺供養・白河北殿

１
２
３
４
５
６
７
８
９
30

２
３
４
１
２
１
２
３
４
５

ム
ロ
ム
ロ

Ｑ
ｗ
〃
釘
０
屯
動
″
汀
Ｄ

天
大

崇徳

(鳥羽） 円勝寺供養

１
２
３
４
５
６
７
８
９
40

１
１
２
３
１
２
３
４
５
６

承
承
延

天
長
保

泉殿・成菩提院御堂供養

北殿・勝光明院御堂供養
東殿・安楽寿院御堂供養

安楽寿院三重塔供養
炎魔天堂供養

白河得長寿院・宝荘厳院御堂供養

成勝寺供養

１
１
２
１
１
２
３
４
５
６

永治
康治

天養
久安

近衛

安楽寿院九躰阿弥陀堂供養

白河歓喜光院御堂供養

白河金剛勝院御堂供養

延勝寺供養
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西 紀 年号 天皇（法皇） 事項(A)鳥羽殿 事項(B)六勝寺その他

１
２
３
４
５
６
７
８
９
60

－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
加
一
１
２
３
４
５
６
７
８
９
鋤
－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
卯
－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
帥
－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
，
一

２
－

１
》

１
２
３
４
５
６
７
８
９

20

１
２
３
１
２
１
２
３
１
１

平
寿
元
治
暦

仁
久
保
平
永

１
２
１
２
１
１
２
３
１
２

保
寛
万
安
応

応
長
永
仁
嘉

１
２
３
４
１
２
１
２
３
４

安
元
承

承
安
治

１
１
２
１
１
２
３
４
５
１

和
永
暦
治
久

養
寿
元
文
建

２
３
４
５
６
７
８
９
１
２

正治

１
２
３
１
２
１
１
２
３
４

仁
久
永
元
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後白河

二 条（御白河）

六条

高倉

安徳

後鳥羽

一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 1■ ー1 ■q ■1 ■‐ ＝一 一一 一q ■

後白河崩

土御門（後鳥羽）

順徳

田中殿金剛心院釈迦堂・阿弥陀堂供養
安楽寿院不動堂・田中殿小御堂供養

金剛心院新御堂供養
安楽寿院新御塔供養

北殿焼亡

北殿再造

南殿修理・清盛、法皇を鳥羽殿に幽す

南殿破損甚し
北殿修造

一一一■■b一一一一一一一一一一一一一一q■‐＝‐一一一一1■P＝＝＝■■一一一一一一一一q■ーq■ー一一‐－－－ー一－一一一‐つ

南・北殿修理

新御所造営

白河福勝院御堂供養

〔保元の乱〕
〔平治の乱〕

■q■■■ー■■画一ローーーq■■■■■一一一一q■1■■■一■■■■ーq■ー一一■■q■ーー■■一一一一ー■■＝や一一の‐‐毎争の‐←‐‐わ｡I

法住寺殿

蓮華王院御堂供養

■＝－－■■＝＝－－－－＝ローーーーーーq■－＝＝＝q■F‐－＝一一一一■■■ロ■p一一ママ＝÷一寺一ロー＝－つつ‐‐●＝一一一句

最勝光院供養

蓮華王院五重塔供養

ba■4■－■■一■■q■＝■■‐■■q■■■---0■q■■■■■■■■■唾－1■1■‐‐＝‐一一一一一一一÷＝‐－一一一勺－1■b写■■ーq■ー■■■■ー■

〔平清盛没〕

法住寺殿焼亡

〔平氏滅亡〕
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法住寺殿再造
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最勝四天王院供養
法勝寺九重塔焼く

b－－q■q■－－－－－－一一一一一一一一q■1■＝q■q■F幸一一参｡＝q■■■ー＝ｰ‐ー守一÷一÷P一一ーーー■■ー■■ー＝＝一一q

法勝寺九重塔供養

尊勝寺・最勝寺・円勝寺・延勝寺・成勝
寺焼く
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鳥 羽離宮の文献

鳥羽離宮跡の発掘調査は20年をこえる。その調査の

殆んど全部が、調査費は原因者負担であるけれど、

調査そのものは学術的にとI)<んで来た。しかし、そ

れの精細な報告をと考えてみても、諸種の条件が重なり、

ようやく概報を出すに止まざるを得なかった。それだ

けでもその概報を重ねると、B5版で印刷されたもの

を2分の1に縮ﾉl､し、それをB4版に4枚をおさめた

ものを作ると、270頁をこえる大部なものになる。以

下主なものを挙げると、

第1．2次調査（奈良国立文化財研究所学報、第ll冊『院の御所と御堂』所収）

第3．4．5．6．7．8次調査（京都府『埋蔵文化財調査概報』1964,1965,1966,1967､1968,1969,1970）

第9次の調査（鳥羽離宮跡調査研究所『烏羽離宮跡』1972）

第10次の調査（京都市文化財保護課年次報告1972）

第11次の調査（〃年次報告1973- II)

第14次の調査（〃年次報告1974-Ⅳ）

第21次（昭和51年度）以降第92次（昭和58年度）に至他については(財)京都市埋文財研究所鳥羽事務所に揃

る各年度の調査については、『鳥羽離宮跡』として、えてある。

毎年度にわたり京都市文化観光局と財団法人京都市埋ところで、研究報告論文もいくつか発表された。先

蔵文化財研究所連名で、概報が報告されている。その ず、発掘調査に関係するものとしては、

森總「鳥羽殿庭園考」（『造園雑誌』昭和13年7月、第5巻第2号）

角田(小林)文次「鳥羽勝光明院について」（『建築史』昭和19年1～3号）

太田静六「鳥羽殿の考察」（『日本建築学会論文集』第31号昭和19年）

森穂「鳥羽殿遺跡の調査概報」（京都府教育委員会『名神高速道路路線敷地内埋蔵文化財調査

報告』昭和34年3月）

があり、以後のものには、

杉山信三「鳥羽殿とその御堂」（『院の御所と御堂』奈良国立文化財研究所学報第11冊昭和37年。

後に『院家建築の研究』吉川弘文館昭和56年9月刊に所収）

村山修一『鳥羽離宮史』（昭和38年6月）

城南文化研究会『城南』（城南宮発行昭和42年6月）

杉山信三「鳥羽殿の発掘調査－特に南殿について」（『史想』昭和43年12月）

細谷義治「鳥羽離宮南殿跡出土瓦」（同上）

川又正智「鳥羽離宮跡の発掘調査」（『月刊考古学ジャーナル』第84号）

杉山信三「鳥羽離宮跡、栢杜遺跡の出土庭園」（『仏教芸術』昭和51年10月109号）

杉山信三「鳥羽離宮跡」（『仏教芸術』昭和52年10月115号）

朝日新聞通信部「平安京の港」（『朝日力ルチャブックス27、諸国考古学事情』所収昭和58年8月）

薫睾賃菫共同『院政時代の邸宅跡特に鳥羽離宮田中殿について!(『月刊文化財』昭和58年n月’
杉山信三「竹田の埋蔵文化財」（『竹田校百年誌』（昭和59年3月）

以上、脱漏もあろうかと思われるが、この20年間には、

鳥羽離宮を、文献のみならず、その占地から、その規

模と性格を明かにしようと努力がなされ、特に4，5

年の間に、そこに建築物がたてられたために、知見を

急にひろげることができた。その成果はここに概報す

る通りである。

ところで、本書は京都市埋蔵文化財研究所が、編纂

したものであるが、1972版の『鳥羽離宮跡』を改訂す

ることを基本にして「烏羽離宮跡・鳥羽離宮の造営と

沿革」と「年表」はそのまま再用して、その他は新た

に章節をたてて直接調査に当った者が執筆と写真選択

に当った。分担は以下の通りである。

発掘調査100次の経過

1－8次の調査

9－20次の調査

21-102次の調査

離宮造営以前の遺構・遺物

弥生時代

古墳時代・飛鳥奈良時代

平安時代前期

離宮造営以後の遺構・遺物

南殿

杉山信三

同

黒沢哲郎

長宗繁一

前田義明

杉山信三

杉山信三
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北 殿吉崎伸

泉 殿 ・ 東殿堀内明博

田中殿・金 剛心院鈴木久男

総 括杉山信三

である。執筆は調査を進めている間に当っていること、

短期間にまとめ上げることが条件であったことから、

誤りが数多いことと懸念される。大方の御叱正をいた

だきたい。

尚、写真は再用の部分は、1972版に挙げた通りであ

るが、新しく掲出したものは、同じ研究所の牛嶋茂撮

影によるものである。

’
’

表紙原色写真の説明

遺跡は、国の補助金を以て京都市が買上げ

た地である。図の上方には南北に、近鉄京

都線が走る。左へ行けば京都駅、右へ行け

ば、西大寺方面へ行く。

昭和34年頃、国道1号線が鴨川を渡る橋、

烏羽大橋の南たもとに立ち、そのあたりを

見わたしたとき、眼の前の城南宮・中島・

秋の山、さらに遠く安楽寿院あたりの森が

それから南へはるかに続く田園の水面を湖

面と見たてるなら、それに浮ぶ島々のよう

に見えた。果してその底に、烏羽離宮の遺

跡と思われるようなものが、埋蔵されてい

るだろうかと疑いをもった。35年から調査

を1次・2次と進めて、100次をこえる次

数、それに25年に垂んとする年月をかけれ

ば、ここに慨報する成果を得たのである。

表紙に使った写真は、昭和53年頃のもの

である（下図、線描図参照)。西の鴨川を

見る上方から、その鴨河をとりいれて、鳥

羽離宮跡の全域を含む空中撮影によるもの

である。左手部分の川も鴨河である。その

左手中ほどに名神高速道路の京都南ICが

あり、道路の下をくぐり、国道1号線が交

差している。図の中央にある森が城南宮で

その周辺は縦横に道路が作られ、そのあた

り上方の森が鳥羽天皇陵、近衛天皇陵、安

楽寿院の森であり、やや離れて白河天皇陵

も見える。鳥羽天皇陵と白河天皇陵との間

に、南北に区画整理でできたIE50mの道路

がある。それに直交して、近衛天皇陵の南

側を通る道路が交差する右下に秋の山を含

む運動公園があI)、その南に南殿跡とした
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代の差が、あらゆるものに影響し、それぞ

れMじ仏教でも宗旨により人きなちかいを

兄せた。

そのlj'j者の差を、寺の建築についてもい

えるか、その差の生れてくるのか、同様、

年代にあるとすれば、l'l'j者を比較するため

には、その年代の中間のものを置いて考え

れば、もっともいいのではないか。一方が

9･1ll:紀で、17世紀と、その差8世紀その半

ばとすれば12世紀半ばのものになる。12世

紀頃の寺といえば、京都に現在するものは

殆んどない。わずかに典応2年（1223）建

立の千本釈迦堂、また今一つは三十三間堂で

あり今のは建長元年(1249)に焼けたもの

の|V雄である。創立は挺寛2年(1164)で

あった。この二つが、問題の説明にどのよ

うに役立つものか。千本釈迦堂は、義空|を

人か小堂からはじめ、一方は平清盛が後Fl

抑I法皇に法住寺殿内に造進した御堂という。

このことから、西本願寺からさかのぼれ

ばこれに至るものか、火寺が展|判してここ

に至るものか。そのことを説明する資料と

して他にないものか。さきにいったように

地l諾に遣るものはない。では地下に埋れた

ものを三|･三間堂の周辺で求めた。幾度か

機会を得た、この三’三i川堂が後白河法皇

の御)ﾘi。その後白河法皇が‘'た消盛に一時l燗

閉された御所に、城南離寓すなわち鳥羽離

桝がある。そこを発掘するならば得られる

かも知れない。

そうしたねらいを‘鳥羽雛‘{;fにおいた。そ

う考えて、昭和35年から烏羽離宮の発州{|洲

企にかかったのである。幸にしていくつか

の辿跡にあたったが、一昨年以来発掘して

いる金|珊心院と推定する逝跡は、その問い

に対してもっとも大きく答えてくれたもの

と考・える。

しかし、調査はまだ多くの疑問点、すな

ｵ〕ちその区域と含める場jiに未調径の所かあ

る。少くとも一つの御堂と堰殿部分と庭と

の関述する遺構、さらにそれをとl)かこむ

塀も川たのである。西本願寺は、この金lill

心院に遡ることをf11つたのであり、逆に金

lilll心院として,'l}土したもの（正確に金剛心

院でなくとも）は、建築史の上で大きな価

仙を持っていると知られよう。建築史の上

の11ili仙は日本の文化史止の価値である。ま

た、一般史の上に占める価値も大きい。

あ と カ ゴ き

京都に寺院か多い。その寺|塊と一口にい

っても、創立の由縁と建立年代の差から、

存在している形態がちがっている。ここに

代表的な例として、比較的近い位世にある

東寺と西本願寺とを挙げる。

東寺は弘法さんの寺としてよく知られて

いる。縁日にはお参'）も多い。Iﾙi本願寺は

親鶯上人が|刑かれた真宗のお寺としてお参

りは多い。しかし、その椎II堂配粧を見ると、

東寺で最も大きいのは金堂であるが西本願

寺では大師堂である。結局二つの藻はそれ

ぞれに起された年代に差のあることによる。

東寺は平安京造営当初、すなわち9世紀、

西本願寺は17世紀に今の地に移る。その年

1
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